
備 考

 

39

（4）

（10）

（20）

（5）

（0）

―

4 4

15

4 3

12

0 48

（―） （0） （20） （0） （48）

（0） （34）

（0） （38）

（16）

（5） （3） （―）

（―） （3） （15）

（26）（―）

29― 2

平成30年4月
名称変更届出

地域政策学部　地域政策学科
14 8 ― 0 22 0 41

（17） （8） （―） （0） （25） （0） （41）

現代中国学部　現代中国学科
19 0 38

28

3815 10

（16） （5）

　　　　　会計ファイナンス学科
10

（10） （8）

経営学部　経営学科
8

（10）

514

（16） （10）

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

文学部
（Faculty of
Letters）

　心理学科
　（Department of
Psychology）

計 55

国際コミュニケーション学部　英語学科

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

新設学部等の名称
講義

新
設
分

既

設

文学部　人文社会学科

国際教養学科 

法学部　法学科

平成２９年７月　収容定員変更（手続きは省略）
　文学部
　　人文社会学科〔定員減〕　（△５５）
　　心理学科（平成２９年７月届出予定）〔定員増〕　（５５）

平成３０年４月　名称変更予定
　国際コミュニケーション学部
　　比較文化学科→国際教養学科

124単位

（0）（―）

208科目

教

員

組

織

の

計

准教授

実験・実習

16科目 5科目

演習

学　部　等　の　名　称
教授

― 5

卒業要件単位数

文学部　心理学科

計

経済学部　経済学科

開設する授業科目の総数
教育
課程

187科目

人

（―） （0） （18） （0） （28）

7

（12）

8 ―

13 0

―

人

（8） （0）

10 ―

兼 任
教 員 等

専任教員等

人

（5）

人人

計 助手助教講師

7 0 1264 3 ― 0

人 人

（3）

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

所　在　地
収容
定員

修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

愛知県豊橋市町畑町
字町畑１番地の１

人年次
人

4 55 ― 220
学士

（心理学）
平成30年4月

第1年次

― 220

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ガッコウホウジン　アイチダイガク

大 学 の 名 称

学部の学科の設置

愛知大学（Aichi University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　愛知大学

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

心と行動の科学を定義とする心理学の基礎的な方法を学び、人間や社会における問
題点を自ら発見し、実験や調査、そして臨床研究によってその解決に導くことがで
きる能力を習得させ、客観的な視点から人間や社会を眺め、深く理解して、その成
果を自らの日常生活や社会生活において応用できる人材を養成する。

大 学 の 目 的
本大学は、教育基本法及び学校教育法並びに本学の設立趣意書に基づき、高い教養
と専門的職能教育を施し、広く国際的視野をもって人類社会の発展に貢献しうる人
材を養成することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ アイチダイガク

記 入 欄

愛知県豊橋市町畑町字町畑１番地の１

（0）

3018 7 ― 1

（―）

1

（9）

（―）

― 0 25 0

（―） （0） （21）

（3）

（7） （1）（24）

― 0

0 ―

（―）（8） （0）

（108）

26 0

0 76

（0）（―） （5） （76）

0 18

0

（7）

7 3

（37）

（32） （0） （30）

（0） （39）

11 0 34

（38）（0）

0 18 0

文学部　心理学科

1



大学全体

大学全体

大学全体

愛知大学短期大
学部（必要面積
2,000㎡）と共
用

テニスコート7面、プール1面、ゴルフ練習場1面、弓道場等

愛知大学短期大学
部（必要面積
2,350㎡）と共用

48,897㎡

職　　　種

（15）（9）

（13）（14）

13

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

図 書 館 専 門 職 員

178,383㎡

共　　用

実験実習室

経費
の見
積り

第３年次

81〔60〕　

電子ジャーナル

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

情報処理学習施設

72,846㎡

8,787㎡

0

共　　用

人

（224）

人

（117）

（―）

人

（127）

（132）

（247）

（22）

専　　用

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

計

区　　　分

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

分

（80）

80

（6）

概

要

合　　　　計

計

（補助職員　5人）

（67） （―）

27

（27）

80

9

236

（236）

15

（―）（0）

14

6

96,750㎡

（0）

150

（150）

（214） （20,201）

70

（216）

105 67

109

（―） （―） （―）

（70） （22）

（130）

010 ―

（0）

189―

専　　任

10 182 0 ―

計

0

― ―

（0） （0） （―） （6） （6） （0） （―）

― ― ―

219

（219）

（―） （―） （―）

0 ―

兼　　任

―

（―）

体育館
面積

5,633㎡

区　分

1,261,335

16234

（16）

図
書
・
設
備

（81〔60〕）
計

6,112〔1,702〕　

開設前年度 第１年次 第５年次 第６年次

点点

図書館
面積

12,783㎡

点

（5,912〔1,682〕）

6,112〔1,702〕　

第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

1,850

1,000千円

第２年次

1,010千円

第４年次

―　　千円

私立大学等経常費補助金、雑収入等

―　　千円1,020千円

第３年次

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,140千円

第１年次 第６年次

7室

500千円 500千円 500千円 500千円

1,350千円 1,350千円 1,350千円 1,350千円

― ―

234

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

16

（16）

文学部　心理学科
（5,912〔1,682〕）

0〔　0〕　

（　0〔　0〕）

教室等
85室

18室

20,250

（　0〔　0〕） （20,201）（214）

81〔60〕　

20,250

〔うち外国書〕

室　　　数

　文学部　心理学科

新設学部等の名称

（81〔60〕）

冊 種

学術雑誌

〔うち外国書〕

8

0〔　0〕　

機械・器具

21,698㎡

合 計

99,160㎡

専　　用

語学学習施設

標本

室

〔うち外国書〕
視聴覚資料

（　　　29,599㎡）（　　　99,160㎡）

校　　　舎

51,025㎡

27,199㎡

講義室

117室

演習室

（補助職員　15人）
9室

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

29,599㎡

169,596㎡

（80）

369

（369）

（　　128,759㎡）

229,408㎡

118,448㎡

計

計

0㎡

共用する他の
学校等の専用

0㎡ 128,759㎡

（　　　　　0㎡）

218,493㎡

100,045㎡0㎡

0㎡

0㎡

共用する他の
学校等の専用

0㎡

10,915㎡

0 ― 1 1

新設学部等の名称

図書

語学教育研究室

共通教育等
―

専 任 教 員 研 究 室

小 計

そ の 他 2,128㎡

第５年次

機械・器具、標
本については、
大学全体での共
用分

130 117 247
事 務 職 員

共同研究費等は
学部全体
図書購入費には
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ･ﾃﾞｰ
ﾀﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄ含む)
を含む。

4,000千円 6,000千円 6,000千円 6,000千円 6,000千円

1,653千円 1,653千円 1,653千円 1,653千円 1,653千円

― ―

― ―

― ―

2



平成30年4月
入学定員変更
（290人）

平成30年4月
名称変更届出

　　国際コミュニケーション専攻

　　修士課程 2 15 ― 30
修士（国際コ
ミュニケーショ
ン）

0.10 平成14年度

　経済学研究科経済学専攻

　　博士前期課程（修士課程） 2 25 ― 50
修士

（経済学）
0.00 昭和28年度

　　博士後期課程 3 5 ― 15
博士

（経済学）
0.00 昭和53年度

　国際コミュニケーション研究科

法務博士
（専門職）

0.45

既
設
大
学
等
の
状
況

　法務研究科法務専攻
　　専門職学位課程

修業
年限

編入学
定　員

4

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

345

学 部 等 の 名 称

年 人

　愛知大学

　文学部
　　人文社会学科

平成16年度3

所　在　地

大 学 の 名 称

60

1,320

人

20

収容
定員

―
愛知県名古屋市東
区筒井二丁目10番
31号

4

年次
人

愛知県名古屋市中
村区平池町4丁目60

番6

　経済学部
　　経済学科

4 330 ―
学士

（経済学）
1.18 平成元年度

1.21 平成17年度1,380
愛知県豊橋市町畑
町字町畑1番地の1

倍

愛知県名古屋市中
村区平池町4丁目60
番6

　法学部
　　法学科

315 ― 1,260
学士

（法学）
1.17 平成元年度

　経営学部 1.17

―

学士（文
学）・学士

（社会学）・
学士（心理

学）

　国際コミュニケーション学部

　　英語学科 4 115 ― 460
学士

（外国語）
1.17

1.17

　　国際教養学科 4 115 ― 460
学士

（国際教養学）
1.17

　現代中国学部
　　現代中国学科

　　経営学科 4 250 ― 1,000 1.17

　　会計ファイナンス学科 4 125 ― 500 1.16

4 180 ― 720

　地域政策学部
　　地域政策学科

4 220 ― 880
学士

（地域政策学）
1.19 平成23年度

平成元年度

平成17年度

学士
（現代中国学）

1.15 平成9年度

学士
（経営学）

博士
（法学）

0.06 昭和38年度

　法学研究科公法学専攻
　　博士後期課程

3 3 ― 9 0.00 平成13年度

　法学研究科私法学専攻
　　博士後期課程

3 5 ― 15

昭和52年度

　　博士後期課程 3 5 ― 15

修士
（経営学）

博士
（経営学）

0.00 昭和54年度

30
修士

（中国研究）
0.73

　経営学研究科経営学専攻

　　博士前期課程（修士課程） 2 15 ― 30 0.63

愛知県豊橋市町畑
町字町畑1番地の1

平成3年度

　　博士後期課程 3 15 ―

　文学研究科日本文化専攻

　　博士前期課程（修士課程） 2 10 ― 20
修士

（日本文化）
0.10 平成3年度

45
博士

（中国研究）
0.77 平成6年度

　中国研究科中国研究専攻

　　博士前期課程（修士課程） 2 15 ―

　　博士後期課程 3 2 ― 6
博士

（日本文化）
0.33 平成6年度

　文学研究科地域社会システム専攻

修士
（地域社会システ

ム）
0.10 平成3年度

　　博士後期課程 3 2 ― 6
博士

（地域社会システ
ム）

0.00 平成5年度

平成10年度

愛知県豊橋市町畑
町字町畑1番地の1

　　博士後期課程 3 2 ― 6
博士

（欧米文化）
0.00 平成6年度

　文学研究科欧米文化専攻

2 10 ― 20
修士

（欧米文化）
0.10 平成3年度　　博士前期課程（修士課程）

　　博士前期課程（修士課程） 2 10 ― 20

平成10年度

3



　ライフデザイン総合学科 2 100 ― 200
短期大学士

（ライフデザ
イン総合）

1.23 平成17年度
愛知県豊橋市町畑
町字町畑1番地の1

年 人 年次
人

人 倍

大 学 の 名 称 　愛知大学短期大学部

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

附属施設の概要

4



別記様式第2号（その2の1）

教育課程等の概要

（文学部　心理学科）
単位数 授業形態 専任教員等の配置

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

1前 1 ○ 兼2
1後 1 ○ 兼2
1前 1 ○ 兼5
1後 1 ○ 兼5
2前 1 ○ 兼8
2後 1 ○ 兼8
2前 1 ○ 兼5
2後 1 ○ 兼5
2前 2 ○ 兼1
2後 2 ○ 兼1

1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 2 兼4
1後 1 ○ 2 兼4
1前 1 ○ 2 兼4
1後 1 ○ 2 兼4
2前 1 ○ 1 兼3
2後 1 ○ 1 兼3
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
3後 2 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
3後 2 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼3
1後 1 ○ 兼3
2前 1 ○ 兼2
2後 1 ○ 兼2
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
3後 2 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
3後 2 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼2
1後 1 ○ 兼2
2前 1 ○ 兼2
2後 1 ○ 兼2
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1

共
通
教
育
科
目

外
国
語
分
野

総合ドイツ語Ⅱ

ドイツ語会話（初級）Ⅰ

ドイツ語会話（初級）Ⅱ

総合フランス語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅱ

応用ドイツ語Ⅰ

応用ドイツ語Ⅱ

総合ドイツ語Ⅰ

コミュニケーションフランス語ⅠB
コミュニケーションフランス語ⅡA
コミュニケーションフランス語ⅡB
入門ドイツ語Ⅰ

入門ドイツ語Ⅱ

Communicative EnglishⅠ

Communicative EnglishⅡ

ReadingⅠ

TOEIC
Practical EnglishⅠ

Practical EnglishⅡ

ReadingⅡ

ReadingⅢ

Current EnglishⅠ

Current EnglishⅡ

Communication SkillsⅠ

Communication SkillsⅡ

Communication SkillsⅢ

Communication SkillsⅣ

コミュニケーション中国語ⅠA

応用中国語Ⅱ

総合中国語Ⅰ

総合中国語Ⅱ

中国語会話（初級）Ⅰ

コミュニケーション中国語ⅡA
コミュニケーション中国語ⅡB
入門フランス語Ⅰ

入門フランス語Ⅱ

基礎フランス語Ⅰ

備考

中
国
語

フ
ラ
ン
ス
語

配当年次

英
語

科目
区分

授業科目の名称

入門中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

ド
イ
ツ
語

中国語会話（初級）Ⅱ

中国語会話（中級）Ⅰ

中国語会話（中級）Ⅱ

コミュニケーション中国語ⅠB

フランス語会話（初級）Ⅰ

フランス語会話（初級）Ⅱ

フランス語会話（中級）Ⅰ

フランス語会話（中級）Ⅱ

コミュニケーションフランス語ⅠA

基礎フランス語Ⅱ

応用フランス語Ⅰ

応用フランス語Ⅱ

総合フランス語Ⅰ

1



別記様式第2号（その2の1）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

備考配当年次
科目
区分

授業科目の名称

3前 1 ○ 兼1
3後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼2
1後 1 ○ 兼2
1前 1 ○ 兼2
1後 1 ○ 兼2
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
1前 1 ○ 兼1
1後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
2前 1 ○ 兼1
2後 1 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
3後 2 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
3後 2 ○ 兼1
2前 2 ○ 兼2
2後 2 ○ 兼2

2・3・4 2 ○ 兼1
2・3・4 2 ○ 兼1
2・3・4 2 ○ 兼1
2・3・4 2 ○ 兼1

1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 1

小計（104科目） － 6 130 0 － 2 0 0 0 0 兼50 －

1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼1

外国理解Ⅳ

海外セミナーⅢ

海外セミナーⅣ

外国理解Ⅰ

外国理解Ⅱ

外国理解Ⅲ

ラテン語Ⅱ

ギリシャ語Ⅰ

ギリシャ語Ⅱ

海外セミナーⅠ

海外セミナーⅡ

情報の科学

ビジネス日本語Ⅰ

ビジネス日本語Ⅱ

世界の言語Ⅰ

世界の言語Ⅱ

ラテン語Ⅰ

日本語・総合Ⅱ

日本語・論文技術（応用）Ⅰ

日本語・論文技術（応用）Ⅱ

アカデミック日本語Ⅰ

アカデミック日本語Ⅱ

日本語・表現Ⅰ

日本語・表現Ⅱ

日本語・論文技術（基礎）Ⅰ

日本語・論文技術（基礎）Ⅱ

日本語・総合Ⅰ

総合韓国・朝鮮語Ⅱ

入門ポルトガル語Ⅰ

入門ポルトガル語Ⅱ

基礎ポルトガル語Ⅰ

基礎ポルトガル語Ⅱ

基礎韓国・朝鮮語Ⅰ

基礎韓国・朝鮮語Ⅱ

応用韓国・朝鮮語Ⅰ

応用韓国・朝鮮語Ⅱ

総合韓国・朝鮮語Ⅰ

応用ロシア語Ⅱ

総合ロシア語Ⅰ

総合ロシア語Ⅱ

入門韓国・朝鮮語Ⅰ

入門韓国・朝鮮語Ⅱ

入門ロシア語Ⅰ

入門ロシア語Ⅱ

基礎ロシア語Ⅰ

基礎ロシア語Ⅱ

応用ロシア語Ⅰ

ドイツ語会話（中級）Ⅰ

ドイツ語会話（中級）Ⅱ

マルチメディア表現

ネットワーク演習

社会データ分析入門

プログラミング

教養数学

数理科学

確率入門

統計入門

情報倫理

日
本
語

外
国
理
解

ロ
シ
ア
語

韓
国
・
朝
鮮
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ド

イ

ツ

語

共
通
教
育
科
目

外
国
語
分
野

数
理
・
情
報
分
野

2



別記様式第2号（その2の1）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

備考配当年次
科目
区分

授業科目の名称

1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2

小計（12科目） － 0 24 0 － 0 0 0 0 0 兼11 －

1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1

小計（13科目） － 0 26 0 － 0 1 0 0 0 兼10 －

1・2・3・4 2 ○ 兼3
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2

小計（11科目） － 0 22 0 － 0 0 0 0 0 兼15 －

1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 1 1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼4
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 兼2
1・2・3・4 2 ○ 1 兼3
1・2・3・4 2 ○ 1 兼1
1・2・3・4 2 ○ 兼1

小計（15科目） － 0 30 0 － 3 1 0 0 0 兼20 －

1・2・3・4 2 ○ 兼1
2・3・4 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1
2前 2 ○ 兼3 オムニバス・共同（一部）

2・3・4 2 ○ 兼1
小計（5科目） － 0 10 0 － 0 0 0 0 0 兼5 －

1後 2 ○ 兼9 ※実技、オムニバス

2・3・4 1 ○ 兼6
2・3・4 1 ○ 兼4

小計（3科目） － 2 2 0 － 0 0 0 0 0 兼10 －

自
然
分
野

社
会
分
野

情報と社会

情報総合演習

ジェンダー論

物質の科学

地球の科学

宇宙の科学

生命の科学

環境の科学

科学技術史

現代技術と社会

地球環境問題

自然環境と地理

動物行動学

健康科学

スポーツ工学

トレーニング科学

経済学

法学

経営学

憲法学

レクリエーション論

歴史学

考古学

地理学

スポーツ・健康演習

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

社会学

政治学

文学

日本語学

古典の世界

言語と文化

芸術論

現代の思想

民俗学

スポーツ文化論

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

哲学

論理学

宗教学

心理学

体
育
分
野

人
文
分
野

総
合

文化人類学

総合科目

数

理

・

情

報

分

野

共
通
教
育
科
目

総合演習

キャリアデザイン基礎

キャリアデザイン応用

キャリアデザイン特殊講義

3



別記様式第2号（その2の1）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

備考配当年次
科目
区分

授業科目の名称

1前 2 ○ 1 兼18 オムニバス・共同（一部）

4通 8 ○ 2 3
小計（2科目） － 10 0 0 － 2 3 0 0 0 兼18 －

1前 2 ○ 兼4 オムニバス・共同（一部）

1前 2 ○ 兼1
1前 2 ○ 1 1
1前 2 ○ 兼6 オムニバス

1前 2 ○ 兼2 オムニバス・共同（一部）

1前 2 ○ 兼3 オムニバス

1後 2 ○ 兼3
1後 2 ○ 兼4
1後 2 ○ 2 2
1後 2 ○ 兼3
1後 2 ○ 兼2
1後 2 ○ 兼2

小計（12科目） － 4 20 0 － 2 2 0 0 0 兼22 －

3前 2 ○ 1
2前 2 ○ 3 兼1 オムニバス・共同（一部）

2後 2 ○ 3 兼1 オムニバス・共同（一部）

2前 2 ○ 1
2後 2 ○ 1
1後 2 ○ 1
3前 2 ○ 2 3
3後 2 ○ 2 3
4前 2 ○ 2 3
4後 2 ○ 2 3
2前 2 ○ 1
2前 2 ○ 1
2後 2 ○ 1
2前 2 ○ 1
2後 2 ○ 1
2後 2 ○ 1

小計（16科目） － 20 12 0 － 2 3 0 0 0 兼1 －

3前 2 ○ 1
3後 2 ○ 1
3前 2 ○ 1
3前 2 ○ 兼1
3前 2 ○ 1
3前 2 ○ 1
3後 2 ○ 1
3後 1 ○ 2
3前 2 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 兼1
小計（10科目） － 0 19 0 － 2 3 0 0 0 兼3 －

2前 2 ○ 兼1
2前 2 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1
2前 2 ○ 兼1
3前 2 ○ 兼1

小計（5科目） － 0 10 0 － 0 0 0 0 0 兼3 －

合計（208科目） － 42 305 0 － 4 3 0 0 0 兼126

学
科
必
修

学
科
選
択

隣
接
・
関
連
科
目

文学部総合研究

心理学研究法

心理学基礎実験Ⅰ

心理学基礎実験Ⅱ

心理アセスメント

心理統計

卒業論文

入門講義（現代文化）

入門講義（歴史・地理学）

入門講義（日本語日本文学）

入門講義（欧米言語文化）

入門演習（現代文化）

入門演習（社会学）

入門演習（歴史・地理学）

入門演習（日本語日本文学）

入門演習（欧米言語文化）

入門講義（心理学）

入門演習（心理学）

心理学演習Ⅳ

認知心理学

行動心理学

発達心理学

比較心理学

臨床心理学

健康心理学

心理学史

専
門
教
育
科
目

GIS概論

まちづくりとデータ分析

地域資源論

英米の地域と文化

多文化共生論

教育心理学

生理心理学

学校心理学

産業心理学

入門講義（社会学）

心理学演習Ⅰ

心理学演習Ⅱ

心理学演習Ⅲ

心理技術実習

行動療法

社会心理学

認知科学

応用行動分析

心理療法

学部
必修

学
部
選
択
必
修

4



別記様式第2号（その2の1）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

備考配当年次
科目
区分

授業科目の名称

学位又は称号 学士（心理学） 学位又は学科の分野 文学関係

授業期間等

 (1)　共通教育科目　44単位以上 2学期

a 外国語分野　第1外国語8単位、第2外国語6単位、計14単位必修 15週

b 数理・情報分野2単位、自然分野4単位、社会分野4単位、 90分

　人文分野4単位の計14単位必修

c bの各分野及び総合全体の中から計14単位必修

d 体育分野　2単位必修

(2)　専門教育科目　62単位以上

a 学部必修　10単位必修

b 学部選択必修　4単位必修

c 学科必修　26単位必修

d 学科選択　10単位修得

e 学部選択必修、学科必修、学科選択、人文社会学科科目から　12単位修得

(3)　共通教育科目、専門教育科目及び隣接・関連科目の中から　18単位以上

（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

1学年の学期区分

1学年の授業期間

1学年の学期区分

5
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別記様式第 2 号（その 3 の 1） 

授 業 科 目 の 概 要 
 
（文学部 心理学科） 

 

科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

英
語 

Communicative 
EnglishⅠ 

国際社会において活躍できるような高度な英語能力を身につけるため

に、発信的言語能力（話す書く技能）に中心を置いて指導する。英語で

の伝達ができるように、大学生としての英語基礎力を確実なものとす

る。このため、クラスのサイズも 25 名程度とし、学生が少しでも多く

の発信的活動ができるように工夫する。 

 

  Communicative 
EnglishⅡ 

国際社会において活躍できるような高度な英語能力を身につけるため

に、発信的言語能力（話す書く技能）に中心を置いて指導する。

「Communicative EnglishⅠ」での学習を基礎として英語での発表がで

きるように、大学生としての英語応用力を身につける。このため、クラ

スのサイズも 25 名程度とし、学生が少しでも多くの発信的活動ができ

るように工夫する。 

 

   ReadingⅠ 国際化・情報化時代に対応できる実践的な実用英語を修得させる。世界

にアクセスできる英語運用能力として識字能力と伝達能力をつけるた

めには、いわゆる和訳読解授業に陥ることなく多様な言語活動を教授者

が用意する必要がある。入学後の英語テストによってクラスを能力別に

編成とし、各レベルにあった教材と教授法によって総合的英語力を養成

する。中級レベルにおいては、英語読み物に偏ることのない総合的テキ

ストを統一的に利用しながら、それぞれの教授者が独自性を発揮し指導

する。 

 

   TOEIC 国際化・情報化時代に対応できる実践的な実用英語を修得させる。特に、

TOEIC を念頭において授業展開を考える。これまで学んだ英語運用力

を基礎として、さらにより実用的な英語力を養成することをねらいに、

リスニング力をつけるため、テープなどによるリスニング練習だけでな

く音読とシャドウィングなどを組み合わせ総合的に行う。また、TOEIC
の問題形式に添ったソフトを使用し、e-learning を行う。全員に TOEIC
を 11 月末に受験させ到達目標を明確にさせる。 

 

   Practical English
Ⅰ 

国際化・情報化時代に対応できる実践的な実用英語を修得させる。世界

にアクセスできる英語運用能力として識字能力と伝達能力をつけるた

めには、いわゆる和訳読解授業に陥ってはならない。英語を聞いたり書

いたり発表したりなど多様な言語活動を教授者が用意する必要がある。

前年度の TOEIC の結果をもとに能力別に編成し、各レベルにあった教

材と教授法によってそれぞれの教授者が独自性を発揮しながら総合的

英語力を養成する。 

 

   Practical English
Ⅱ 

国際化・情報化時代に対応できる実践的な実用英語を修得させる。

「Practical EnglishⅠ」での学習を基礎として、世界にアクセスできる

英語運用能力として識字能力と伝達能力をつけるためには、いわゆる和

訳読解授業に陥ってはならない。英語を聞いたり書いたり発表したりな

ど多様な言語活動を教授者が用意する必要がある。学習者が何らかの到

達目標を定め自宅学習に臨むことは語学教育においてきわめて重要で

ある。その目標はより具体的に学習者に示すほうが理解しやすい。 

 

   ReadingⅡ 世界にアクセスできる英語運用能力として識字能力と伝達能力をつけ

るためには、いわゆる和訳読解授業に陥ることなく多様な言語活動を教

授者が用意する必要がある。確かな英語読解力を身につけるために、精

読とあわせ可能な限り多読の指導も行うこと、時事的な内容も含め多種

多様な英文に触れさせることに注意を払って講義を展開する。前年度の

TOEIC の結果をもとに能力別に編成し、各レベルにあった教材と教授

法によってそれぞれの教授者が独自性を発揮しながら総合的英語力を

養成する。 

 

   ReadingⅢ 世界にアクセスできる英語運用能力として識字能力と伝達能力をつけ

るためには、いわゆる和訳読解授業に陥ることなく多様な言語活動を教

授者が用意する必要がある。「ReadingⅡ」の学習を基礎として、さら

に確実な英語読解力を身につけさせるために、精読とあわせ可能な限り

多読の指導も行う。また、時事的な内容も含め多種多様な英文に触れさ

せることに注意を払って講義を展開する。本クラスは、能力別に編成し、

各レベルにあった教材と教授法によってそれぞれの教授者が独自性を

発揮しながら総合的英語力を養成する。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

英
語 

Current 
EnglishⅠ 

英語の実践的な能力を身につけるためには、「時事英語」も極めて重要

である。特に本学部のように現代の社会に則した英語に触れるために

は、英字新聞雑誌（Time や Newsweek）や英米の英語放送（New York 
Times や Japan Times、BBC のオンライン・ニュース）を題材として

利用する必要がある。また、海外での実際のビジネスに必要な技能とし

ての英語にも配慮しながら授業を展開する。 

 

   Current 
EnglishⅡ 

「Current EnglishⅠ」の学習を基礎として、英語のより実践的な能力

を身につけることが重要である。特に本学部のように現代の社会に則し

た英語に触れるためには、英字新聞雑誌（Time や Newsweek）や英米

の英語放送（New York Times や Japan Times、BBC のオンライン・

ニュース）を題材として利用する必要がある。また、海外での実際のビ

ジネスに必要な技能としての英語にも配慮しながら授業を展開する。 

 

   Communication 
SkillsⅠ 

レベル別としては中級（下）にあたる。少人数で行うため、発信型の英

語力をより伸ばすことを狙いとする。そのために、必ず英語で話したり

書いたりする要素を含めて授業を展開する。テキストに読解が含まれて

いてもよいが、話したり書いたりの言語活動につながるものでなければ

ならない。できる限り多様な言語活動を通じて英語を学ぶ意義を把握

し、英語の運用能力を高め、TOEIC500 点以上を目指す。 

 

   Communication 
SkillsⅡ 

レベルとしては中級（上）にあたる。少人数で行うため、発信型の英語

力をより伸ばすことを狙いとする。そのために、必ず英語で話したり書

いたりする要素含めて、授業を展開する。テキストに読解が含まれてい

てもよいが、話したり書いたりの言語活動につながるものでなければな

らない。できる限り多様な言語活動を通じて英語を学ぶ意義を把握し、

英語の運用能力を高め、TOEIC550 点以上を目指す。 

 

   Communication 
SkillsⅢ 

レベルとしては上級（下）にあたる。少人数で行うため、より発信型の

英語力をより伸ばすことを狙いとする。そのために、授業は、必ず英語

で話したり書いたりする要素を含めて展開する。テキストに読解が含ま

れていてもよいが、話したり書いたりの言語活動につながるものでなけ

ればならない。できる限り多様な言語活動を通じて英語を学ぶ意義を把

握し、英語の運用能力を高め、TOEIC600 点以上を目指す。 

 

   Communication 
SkillsⅣ 

レベルとしては上級（上）にあたる。少人数で行うため、より発信型の

英語力をより伸ばすことを狙いとする。そのために、授業は、必ず英語

で話したり書いたりする要素を含めて展開する。テキストに読解が含ま

れていてもよいが、話したり書いたりの言語活動につながるものでなけ

ればならない。できる限り多様な言語活動を通じて英語を学ぶ意義を把

握し、英語の運用能力を高め、TOEIC650 点以上を目指す。 

 

  

中
国
語 

入門中国語Ⅰ 中国語の基礎は発音で、その目標は中国式ローマ字＝ピンインで書かれ

た音節表をすべて正しく読めることである。一つの音節は一つの漢字に

対応している。したがってピンインが正しく読めれば、漢字そして単語

が読め、そして文がつくれることになる。中国語は単語に変化がないの

で、単語をいかに並べるかがつぎの課題＝文法になる。「入門中国語Ⅰ」

では簡単なあいさつ表現を中心に学びながら、同時に名詞、数詞、動詞、

形容詞文等基礎的な文法を学ぶ。 

 

   入門中国語Ⅱ 「入門中国語Ⅱ」では発音の基礎を固めるとともに、数字の表現、日時、

曜日、買い物の常用表現、ことばの話題、天気の話題、友だちの家を訪

問する等場面別の表現をより広く学ぶ。文法としては場所、対象を表す

前置詞、能力、願望、当為を表す助動詞、結果補語、方向補語、可能補

語等各種の補語の基本的用法、動詞の連用（連動式、兼語式）、比較の

前置詞を使った比較表限、同等表現を学ぶとともに、仮定・条件、因果

関係、逆説等の接続詞を含む複文のいくつかを学ぶ。 

 

   基礎中国語Ⅰ 基礎中国語は入門中国語を補完しながら進めていくもので、中国式ロー

マ字＝ピンインで書かれた音節表をすべて正しく読めるとともに、音声

を聞いてこれをピンインに変換することができるよう練習する。基礎中

国語では、簡単なあいさつ表現を学びながら、場所や対象を表す前置詞、

能力・願望を表す助動詞についても紹介する。また、習った単語をいか

に並べていくかという語順についても、日本語、英語との違いに留意し

て理解させるようにする。 
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基礎中国語Ⅱ 「基礎中国語Ⅱ」では、発音の基礎を固め、ピンインと実際の音声との

乖離現象にも注意しながら、聞いた中国語をピンインでも書けることを

目指す。場面別の表現を広く学ぶとともに、文法としてはテンス・アス

ペクト（了、着、在）、経験、基本的な結果補語、方向補語、可能補語

等各種の補語にも慣れ、中国語らしい表現を学ぶようにする。さらに、

動詞の連用のいくつかのタイプ（連動式、兼語式）を学ぶとともに、複

文の中国語にもふれるようにする。 

 

   応用中国語Ⅰ 応用中国語は主にネイティブの教師による授業である。入門・基礎で学

んだ文法事項、単語を踏まえながら、発音の基礎をより強固なものにす

るとともに、中国人教師とのやりとりを通し実際に中国語を使い、また

具体的ないくつかの場面を通して、習ったことを口頭でも言えるように

練習し、実際に使えるレベルまでを目指す。文法事項としては、方向補

語の派生義、目的、逆接、添加、除外等の接続詞を学ぶことで、より複

雑な文が理解できることをめざす。 

 

   応用中国語Ⅱ 応用中国語は主にネイティブの教師による授業である。「応用中国語Ⅰ」

をふまえ、その基礎の上に、さらに高度な口頭表現ができるようにする。

口頭表現を自分のものにするには、暗唱とともに中国人教師との実際の

会話を通し、通じる中国語、使える中国語を修得するようにしなくては

いけない。また、離合詞や動詞フレーズ、慣用句、より多くの結果補語、

方向補語の基本的な派生義の表現をたくさん覚え、中国語らしい中国語

がしゃべれることを目指す。 

 

   総合中国語Ⅰ 「総合中国語Ⅰ」では、主に講読の授業を行う。日本において中国語に

よるコミュニケーション力をつけるためには、文字で書かれたものを通

しより多くの中国語をインプットする必要がある。そのため、中国の社

会と文化がわかるような読み物を中心に、辞書を引きながら中国語で書

かれた文章を読めるよう訓練をする。語彙を増やすため、適宜分野別の

語彙を提示する。文法的には程度、時間、頻度を表す副詞、慣用句、目

的、逆接、添加、除外等の複文の学習に重点を置く。 

 

   総合中国語Ⅱ 「総合中国語Ⅱ」では、主に講読の授業を行う。日本において中国語に

よるコミュニケーション力をつけるためには、文字で書かれたものを通

しより多くの中国語をインプットする必要がある。「総合中国語Ⅱ」で

は、「総合中国語Ⅰ」をふまえ、中国の社会と文化を反映した読み物を

辞書を引きながら読む中で、読解力を高め、同時に中国の社会を知る一

助とする。語彙を増やすため、適宜分野別の語彙を提示するほか、文法

的には程度、時間、頻度を表す副詞、離合詞、慣用句、目的、逆接、添

加、除外等の複文の学習に重点を置く。 

 

   中国語会話（初級）

Ⅰ 
中国人ネイティブスピーカーによる授業を行う。基礎中国語、入門中国

語と連動するもので、日本人教師から習った発音の説明をふまえ、発音

を矯正、確立させる。学習者が出会うであろう、出会い、遊び、学習、

買い物、病気、言語等々場面別での基本的な表現を学び、これを実際に

使えるレベルを目指す。語彙を増やすため、基本単語集の学習を勧める

ほか、分野別の語彙の習得も目指す。文法的には程度、時間、頻度を表

す類義的な副詞、離合詞、慣用句、目的、逆接、添加、除外等の複文の

学習に重点を置く。 

 
   中国語会話（初級）

Ⅱ 
中国人ネイティブスピーカーによる授業を行う。「中国語会話（初級）

Ⅰ」をふまえ、発音の矯正、強化に常に注意を払いながら、少しでも長

い文を会話できるようにする。「中国語会話（初級）Ⅱ」では「中国語

会話（初級）Ⅰ」をふまえ、旅行、料理、誕生祝い、ハイキング等の場

面を通し、そういう場で必要な中国語表現を学習できるようにする。語

彙を増やすため、習った文章から単語を品詞別に抜き出したり、分野別

の語彙を調べさせたりする。文法的には程度、時間、頻度を表す類義的

な副詞、離合詞、慣用句、目的、逆接、添加、除外等の複文の学習に重

点を置く。 

 

   中国語会話（中級）

Ⅰ 
中国人ネイティブスピーカーによる授業を行う。授業の大半は中国語で

行う。発音の矯正、強化につねに注意を払うとともに、語彙力を増やし、

慣用句、成語等にも親しみ、中国人の発想を知るとともに、それらを少

しでも使えるよう務める。履修者は自分のことを少しでも中国語で表現

できるとともに、実際に出会うであろう多くの場面での基本的な表現を

学ぶ。文法的には、類義的な副詞、接続詞、助動詞、動詞、形容詞を学

ぶ他、類義的な結果補語についても注意を促す。 
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中国語会話（中級）

Ⅱ 
中国人ネイティブスピーカーによる授業を行う。授業の大半は中国語で

行う。「中国語会話（中級）Ⅰ」をふまえ、履修者は自分の言いたいこ

とを少しでも中国語で表現できることを目指すとともに、常用語句、文

型を自由に使えるよう文作りの練習をし、簡単な自由作文も書けること

を目指す。また、日常のできごとを中国語で書き、中国人教師の添削を

受けるとともに、それを教室で口頭発表できるようにする。文法的には、

類義的な副詞、接続詞、助動詞、動詞、形容詞を学ぶほか、紛らわしい

結果補語についても注意を促す。 

 

   コミュニケーショ

ン中国語ⅠA 
中国人ネイティブスピーカーによる授業を行う。授業はすべて中国語で

行う。中国語で書かれた現代中国の世相、文化を扱った話題を読みなが

ら、それについて中国語で質問をしたり、自分の意見を言えるようなコ

ミュニケーション能力の養成をめざす。また、常用語句、文型について

は、これを使えるよう、文つくりの練習をする。併せてテレビドラマを

視聴し、それについての感想を書いたり言えることを目指す。文法的に

は結果補語や方向補語の派生義を自由に使えること、また、二つ以上の

文をつないで言えるような訓練をする。 

 

   コミュニケーショ

ン中国語ⅠB 
中国人ネイティブスピーカーによる授業を行う。授業はすべて中国語で

行う。中国語で書かれた現代中国が抱える様々な問題についての小説、

エッセイ、ルポルタージュ、新聞の文章を読みながら、それについて中

国語で質問をしたり、自分の意見を言えるようなコミュニケーション能

力の養成をめざす。また、常用語句、文型については、これらを使って

文つくりの練習をする。併せて、テレビドラマを視聴し、リスニング力

を高めるとともに、それについて感想を述べたり、書いたりすることを

目指す。 

 

   コミュニケーショ

ン中国語ⅡA 
この時間は主に中国語で書かれた文章を細かく読む訓練を行う。コミュ

ニケーション能力を養うには、なにより多くのインプットが必要である

が、日本にいてそれを行うにはどうしても書いたものを多く読む必要が

ある。ここでは中国語で書かれた文章を独力で正確に読めるようになる

ための訓練を行う。中国語では一つ一つの文がどうつながっているか、

どうかかわっているかを読み取る必要がある。そこで、この時間では、

各種の辞書を徹底して引く訓練をするともに、文のつながり、構造が理

解できるような授業をめざす。 

 

   コミュニケーショ

ン中国語ⅡB 
この時間は主に中国語で書かれた文章を細かく読む訓練を行う。コミュ

ニケーション能力を養うには、なにより多くの中国語をインプットする

必要があるが、日本に住んでいてそれを行うにはどうしても書いたもの

を多く読む必要がある。中国語で書かれた文章を辞書の力に頼りながら

も独力で正確に読めるようになるための訓練を行う。新語は一般の辞書

にはないことが多いので、新語辞典を紹介するほか、インターネット（特

に百度）で検索する訓練も指導する。 

 

  

フ
ラ
ン
ス
語 

入門フランス語Ⅰ この授業は、フランス語の初心者に向けたもので、フランス語の最初歩

（自己紹介、あいさつ、自分や家族についての表現）を身につけること

を目標とする。具体的には、自己紹介、挨拶、自分の好みを表現するこ

と、及び、家族、持ち物、住んでいる場所、好み、等に関する簡単な質

問をすることを学ぶ。また、レッスンと関係する文化的側面も授業で扱

う。授業形態は、毎回、見本として簡単な会話文を利用して、発音を練

習し、語彙と文法を習得するというもので、それに続いて、会話と筆記

の問題練習を行う。 

 

   入門フランス語Ⅱ この授業は、フランス語の初心者に向けたもので、フランス語の初歩（自

分について、また自分の経験や予定についての表現）を身につけること

を目標とする。今学期は、特に自分に関する情報（スポーツ、日常生活、

アルバイト等）をあたえること、また、自分の経験や予定について語る

ことを学ぶ。レッスンと関係する文化的側面も授業で扱う。授業形態は、

毎回、見本として簡単な会話文を利用して、発音を練習し、語彙と文法

を習得するというもので、それに続いて、会話と筆記の問題練習を行う。 

 

   基礎フランス語Ⅰ この授業は、「入門フランス語Ⅰ」と連動し、これを側面から応援する

とともに、フランス語の初級文法の骨組みを理解することを目指すもの

である。春学期は、その最初歩の習得を行い、文字、発音から始まって

「現在」の事象について理解、表現できることを目標とする。授業では、

文法事項の解説もするが、練習問題を解いたり、様々なアクティヴィテ

ィを行うことによってさらに理解を深め、フランス語の最基礎を習得す

る。 
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基礎フランス語Ⅱ この授業は、「入門フランス語Ⅱ」と連動し、これを側面から応援する

とともに、フランス語の初級文法を理解することを目指すものである。

秋学期は、その初歩の習得を行い、「現在」のみではなく「過去」や「未

来」に関する事象についても理解、表現できることを目標とする。授業

では、文法事項の解説もするが、練習問題を解いたり、様々なアクティ

ヴィティを行うことによってさらに理解を深め、フランス語の基礎を習

得する。 

 

   応用フランス語Ⅰ この授業は、1 年生で入門および基礎フランス語を履修した学生に向け

たもので、初級フランス語を習得した後に、更にステップアップした語

学能力を取得させるために、フランス語の基礎の確認と補足を行う。初

級文法をさらに推し進め、簡易なフランス語の文章が読める程度の語学

力獲得を目指す。授業形態は、フランスに関する文章を、辞書を用いて

読解してもらうとともに、練習問題を解くことによってフランス語初級

文法の確認と復習をする。また、フランスの文化や習俗についても学び

理解を深める。 

 

   応用フランス語Ⅱ 春学期、「応用フランス語Ⅰ」で身につけた、初級フランス語からさら

にステップアップした語学能力に基づいて、本格的な中級程度のフラン

ス語習得を目指す。初級文法をさらに推し進め、通常のフランス語の文

章が読める程度の語学力獲得を目指す。授業形態は、フランスに関する

文章を、辞書を用いて読解してもらうとともに、練習問題を解くことに

よってフランス語中級文法を習得する。さらに広くフランス文化一般に

ついても知見を広げ、またプレゼンテーション能力も身に着けさせる。 

 

   総合フランス語Ⅰ この授業は、1 年生で入門および基礎フランス語を履修し、さらに、「応

用フランス語Ⅰ・Ⅱ」及びこの授業に続く「総合フランス語Ⅱ」と合わ

せて、フランス語で 8 単位の修得をめざす学生に向けたものである。「読

む」「書く」「聴く」「話す」という語学の 4 技能について、総合的に

トレーニングし、コミュニケーション能力の基礎を修得する。具体的に

は、1 年生で身に着けた知識をより強固なものとし、コミュニケーショ

ンの各場面を自分のものにする。（原則としてフランス語による授業と

する） 

 

   総合フランス語Ⅱ この授業は、春学期「応用フランス語Ⅰ」「総合フランス語Ⅰ」を履修

し、さらに「応用フランス語Ⅱ」と合わせて、フランス語で 8 単位の取

得をめざす学生に向けたものである。「読む」「書く」「聴く」「話す」

という語学の 4 技能について、総合的にトレーニングし、コミュニケー

ション能力の基礎を修得する。具体的には、春学期に「総合フランス語

Ⅰ」で身に着けた基礎をより強固なものとし、会話力のみならず文章力

も身につけるようにする。（原則としてフランス語による授業とする） 

 

   フランス語会話

（初級）Ⅰ 
この授業は、「入門フランス語Ⅰ」及び「基礎フランス語Ⅰ」を補って、

口頭でのコミュニケーション能力を身に着けようとする学生のために

設けられた、週 3 コマ目のフランス語の選択クラスである。口頭で言い

たいことを伝えるための最初歩を習得する。春学期は、とりわけ挨拶や

短いやり取りなどの最基礎を、少人数クラスであることを生かして、徹

底的な発音練習によって自分のものとする。（フランス語による授業と

する） 

 
   フランス語会話

（初級）Ⅱ 
この授業は、「入門フランス語Ⅱ」及び「基礎フランス語Ⅱ」を補って、

口頭でのコミュニケーション能力を身に着けようとする学生のために

設けられた、週 3 コマ目のフランス語の選択クラスである。口頭で言い

たいことを伝えるための初歩を習得する。秋学期は、とりわけ簡単なや

り取りなどの基礎を、少人数クラスであることを生かして、徹底的な口

頭練習によって自分のものとする。書き言葉は練習問題の形でわずかに

登場する。（フランス語による授業とする） 

 

   フランス語会話

（中級）Ⅰ 
この授業は「応用フランス語Ⅰ」及び「総合フランス語Ⅰ」を補って、

口頭でのコミュニケーション能力を身に着けようとする学生のために

設けられた、週 3 コマ目のフランス語の選択クラスである。会話や遊び

を通したコミュニケーションや口頭表現に重点を置き、最も簡単な言葉

でフランス語圏の人と交流できることを目標とする。春学期は、とりわ

け 1 年生で身に着けた知識を会話で使えるように強固なものとし、練習

によって流暢さを身につける。また声調のトレーニングもする。（フラ

ンス語による授業とする） 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
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野 

フ
ラ
ン
ス
語 

フランス語会話

（中級）Ⅱ 
この授業は「応用フランス語Ⅱ」及び「総合フランス語Ⅱ」を補って、

口頭でのコミュニケーション能力を身に着けようとする学生のために

設けられた、週 3 コマ目のフランス語の選択クラスである。会話や遊び

を通したコミュニケーションや口頭表現に重点を置き、簡単な言葉でフ

ランス語圏の人と交流できることを目標とする。秋学期は、とりわけ生

の資料やシャンソンを通してより柔軟な会話力を身に着ける。また、ペ

アあるいは 3 人で会話を作ったり、小発表を個人やグループでしたりす

る。（フランス語による授業とする） 

 

   コミュニケーショ

ンフランス語ⅠA 
この授業は、これ以前に、既に 4 学期間フランス語の授業を受けた学生

を対象とし、コミュニケーションを通してコミュ二ケーションを学ぶ。

春学期の目標は、自分の身の回りのことについて簡単な表現ができるこ

とで、学生は非常に多様なシチュエーションをマスターしなければなら

ない。問題に対して見解を示して自分の言うことを理解させ、さらにネ

イティブの言うことを理解せねばならない。この点で、文化的な文脈を

身に着けることができる生の資料（映画、新聞記事等）は大切である。 

 

   コミュニケーショ

ンフランス語ⅠB 
この授業は、これ以前に、既に 5 学期間フランス語の授業を受けた学生

を対象とし、コミュニケーションを通してコミュ二ケーションを学ぶ。

秋学期はより広く抽象的なテーマを扱い、さらに一人一人の意見を要求

する。秋学期は、個人あるいはグループでの発表、前もって書き下ろし

た会話を用い、クラス内で相互反応を引き起こして、口頭表現に向けて

学習者を導いてゆく。この授業の目標は口頭表現ではあるが文章表現も

おろそかにはできない。 

 

   コミュニケーショ

ンフランス語ⅡA 
〔この授業は、「コミュニケーションフランス語ⅠA」と連動し、併せ

て週 2 回の集中コースを構成する。〕この授業は、これ以前に、既 4
学期間フランス語の授業を受けた学生を対象とし、コミュニケーション

を通してコミュ二ケーションを学ぶ。春学期の目標は、自分の身の回り

のことについて簡単な表現ができることで、学生は非常に多様なシチュ

エーションをマスターしなければならない。問題に対して見解を示して

自分の言うことを理解させ、さらにネイティブの言うことを理解せねば

ならない。この点で、文化的な文脈を身に着けることができる生の資料

（映画、新聞記事等）は大切である。 

 

   コミュニケーショ

ンフランス語ⅡB 
〔この授業は、「コミュニケーションフランス語ⅠB」と連動し、併せ

て週 2 回の演習の集中コースを構成する。〕この授業は、これ以前に、

既に 5 学期間フランス語の授業を受けた学生を対象とし、コミュニケー

ションを通してコミュ二ケーションを学ぶ。秋学期はより広く抽象的な

テーマを扱い、さらに一人一人の意見を要求する。秋学期は、個人ある

いはグループでの発表、前もって書き下ろした会話を用い、クラス内で

相互反応を引き起こして、口頭表現に向けて学習者を導いてゆく。この

授業の目標は口頭表現ではあるが文章表現もおろそかにはできない。 

 

  

ド
イ
ツ
語 

入門ドイツ語Ⅰ ドイツ語の初学者を対象に、日常会話程度の基礎的なドイツ語コミュニ

ケーション能力を身につけることを目指す。また言語の学習を通して、

ドイツの文化や生活への理解を深める。まず、ドイツ語の正しい発音、

アクセントを繰り返し練習する。その後、日常の挨拶、簡単な自己紹介

から始めて、大学での専攻の説明、さらに自分の好み（趣味や食べ物な

ど）や自分の家族について、簡単なドイツ語で表現することを学ぶ。グ

ループやパートナー練習を中心に授業を行う。 

 

   入門ドイツ語Ⅱ ドイツ語の初学者を対象に、日常会話程度の基礎的なドイツ語コミュニ

ケーション能力を身につけることを目指す。また言語の学習を通して、

ドイツの文化や生活への理解を深める。「入門ドイツ語Ⅰ」で習得した

初歩的なドイツ語の会話能力をもとに、引き続きドイツ語の基礎的口語

表現を学んでいく。ドイツ語の正しい発音やアクセントの練習を繰り返

しながら、自分の持ち物や住居について、さらに週末や休暇の過ごし方

等についてドイツ語で表現することを学ぶ。グループやパートナー練習

を中心に授業を行う。 

 

   基礎ドイツ語Ⅰ ドイツ語の初学者を対象に、ドイツ語の基礎となる文法知識の習得を目

指す。また言語の学習を通じて、ドイツの文化や生活への理解を深める。

まず、ドイツ語の正しい発音やアクセントを練習した後、動詞の人称変

化や名詞の格変化を繰り返し口頭で練習し、基礎的な変化を身につけ

る。内容をよく理解したうえで、できるだけ多くの練習問題を解くこと

で、ドイツ語の基本的な力を養う。また、文法の進度に合わせて、辞書

を用いて平易なドイツ語の文章を読む練習もする。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

ド
イ
ツ
語 

基礎ドイツ語Ⅱ ドイツ語の初学者を対象に、ドイツ語の基礎となる文法知識の習得を目

指す。また言語の学習を通じて、ドイツの文化や生活への理解を深める。

「基礎ドイツ語Ⅰ」で習得した初級文法の知識をもとに、動詞の三基本

形や、過去形、完了形などの重要な文法事項を学ぶ。内容をよく理解し

たうえで、できるだけ多くの練習問題を解くことで、ドイツ語の基本的

な力を養う。また、文法の進度に合わせて、やや複雑なドイツ語の文章

や、ある程度まとまった量のドイツ語を、辞書を用いながら読む練習を

する。 

 

   応用ドイツ語Ⅰ ドイツ語の初級者を対象に、ドイツ語を読む、書く、聞く、話すといっ

た総合的な運用能力の習得を目指す。また言語の学習を通じて、ドイツ

の文化や生活への理解を深める。1 年次において修得したドイツ語の基

礎的語学能力を一層確実なものにするため、授業では、練習問題など文

法の復習も出来るだけ行いながら、ドイツ語の言語構造への理解をも深

めていきたい。また基礎的な会話表現にもできるだけ多く触れて、口頭

練習を繰り返すことで、自分の言いたいことを簡単なドイツ語で表現で

きるようにする。 

 

   応用ドイツ語Ⅱ ドイツ語の初級者を対象に、ドイツ語を読む、書く、聞く、話すといっ

た総合的な運用能力の習得を目指す。また言語の学習を通じて、ドイツ

の文化や生活への理解を深める。「応用ドイツ語Ⅰ」に引き続き、1 年

次において修得したドイツ語の基礎的語学能力を一層確実なものにす

るため、授業では、練習問題など文法の復習も出来るだけ行いながら、

中級ドイツ語学習への橋渡しをする。また基礎的な会話表現にもできる

だけ多く触れて、口頭練習を繰り返すことで、さらなるレベルアップを

はかる。 

 

   総合ドイツ語Ⅰ 総合ドイツ語は、ドイツ語を第 1 外国語に選択した学生を対象とする授

業である。この授業では、読む、書く、聞く、話すという語学の 4 技能

のうち、なかでも「話す」ことに重点をおき、ドイツ語を使うことによ

って基礎力を養成することを目標とし、少しずつドイツ語で「できる」

ことを増やしていく。文法知識の定着だけでなく、簡単なドイツ語で発

信する、簡単なドイツ語で書かれた情報を読み取る力をつけていく。ペ

アワーク、グループワークを多く取り入れる。 

 

   総合ドイツ語Ⅱ 総合ドイツ語は、ドイツ語を第 1 外国語に選択した学生を対象とする授

業である。この授業では、読む、書く、聞く、話すという語学の 4 技能

のうち、なかでも「話す」ことに重点をおき、ドイツ語を使うことによ

って基礎力を養成することを目標とし、少しずつドイツ語で「できる」

ことを増やしていく。文法知識の定着だけでなく、簡単なドイツ語で発

信する、簡単なドイツ語で書かれた情報を読み取る力をつけていく。国

内・外のドイツ語検定試験の受験に向けての準備となる授業である。 

 

   ドイツ語会話（初

級）Ⅰ 
ドイツ語の基礎的会話能力の習得を目指す。「ドイツ語の聞き取り能力

の向上」「日常的な会話の運用能力が身につく｣「異文化を理解する能

力が身につく」をテーマに、それを実現するための DVD 教材を用いた

授業となる。ドイツの語学研修に参加した主人公と一緒になって、ドイ

ツ到着から、日常生活における様々な場面（ホストファミリーや語学学

校でのやりとり、レストランや郵便局など）を取り上げ、基礎的で自然

なドイツ語の言い回しを学ぶ。アクティブな会話演習を中心に授業を行

う。 

 

   ドイツ語会話（初

級）Ⅱ 
ドイツ語の基礎的会話能力の習得を目指す。「ドイツ語の聞き取り能力

の向上」「日常的な会話の運用能力が身につく｣「異文化を理解する能

力が身につく」をテーマに、それを実現するための DVD 教材を用いた

授業となる。「ドイツ語会話（初級）Ⅰ」に引き続き、ドイツの語学研

修に参加した主人公と一緒になって、日本へ帰国するまでの、日常生活

における様々な場面（商店、医院、駅、ホテル、空港など）を取り上げ、

基礎的で自然なドイツ語の言い回しを学ぶ。 

 

   ドイツ語会話（中

級）Ⅰ 
CD 教材を用いた学習を通して、まず、聞き取り能力の向上と日常的な

会話の運用能力を身につけること、さらに、異文化体験を通してドイツ

の文化の理解をふかめることを目指す。1・2 年次で習得した日常会話

程度の基礎的なドイツ語コミュニケーション能力をさらに深め、文字に

頼ることなくドイツ語が話せるように、アクティブな会話演習を中心に

授業を行う。天気をめぐるやり取りや、日常生活における様々な場面

（駅、レストラン、ホテル、街中、病院など）を取り上げ、自然なドイ

ツ語の言い回しを学ぶ。 
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ドイツ語会話（中

級）Ⅱ 
CD 教材を用いた学習を通して、まず、聞き取り能力の向上と日常的な

会話の運用能力を身につけること、さらに、異文化体験を通してドイツ

の文化の理解をふかめることを目指す。「ドイツ語会話（中級）Ⅰ」に

引き続き、1・2 年次で習得した日常会話程度の基礎的なドイツ語コミ

ュニケーション能力をさらに深め、文字に頼ることなくドイツ語が話せ

るように、アクティブな会話演習を中心に授業を行う。招待された時の

やり取りや、人物に関する説明、さらには、ごみと環境などの社会的な

テーマについて自分の意見をドイツ語で述べることを学ぶ。 

 

  

ロ
シ
ア
語 

入門ロシア語Ⅰ 初級中級レベルの外国語の学習者は、自分が会話において使えない表現

や語彙は聞き取れない。よって、この「入門ロシア語Ⅰ」では、音声訓

練を重視し、語学の運用能力を身に着けるために必要なロシア語の音

声・発音の基礎を習得することを目指す。簡単な疑問文とその受け答え

のパターン構文を用いながら、人間に関する語彙、曜日などの時間関係

表現、身の回りにある物をはじめとする基本語彙を覚え、キリル文字の

発音やロシア語における文のイントネーション・パターンを習得する。 

 

   入門ロシア語Ⅱ 「入門ロシア語Ⅰ」で学習したロシア語の文字と発音練習を基礎とし

て、自分のことをロシア語で話すために必要な表現や語彙をさらに増や

していく。特定のテーマを設定し、テーマごとにパターン構文を用いな

がら、年齢表現、家族についての表現、時間・時刻表現、場所表現、動

作表現などの表現や語彙を習得していく。さらに進め、好悪の表現、身

体・心理状態の表現、依頼の仕方、許可を得る・与える表現などについ

ても学び練習を繰り返す。授業が練習だけに終わらないように、ロシア

や時にはロシアの文化の紹介なども行う。 

 

   基礎ロシア語Ⅰ ロシア語は、英語と同じインド・ヨーロッパ言語語族に属する言語であ

るが、英語以外の他のヨーロッパ言語と同じく、すでに英語が失ってし

まった言語特徴を多く保っている。よって、文法学習は、ロシア語習得

への近道となる。「基礎ロシア語Ⅰ」では、英語や日本語の文法と比較

しながら、ロシア語のキリル文字と発音の規則、名詞の性と数の区別、

形容詞をはじめとする名詞を修飾する語、動詞の活用（現在形・過去形）

およびその未来表現といった文法事項を理解することを目指す。 

 

   基礎ロシア語Ⅱ この科目では、「基礎ロシア語Ⅰ」に引き続いて、英語や日本語の文法

と比較しながら、ロシア語の初級文法を学習する。まず、再帰動詞（－

ся動詞）の活用（現在形・過去形）およびその未来表現を学習した後、

6 格（主格・生格・与格・対格・造格・前置格）について学習する。6
格は、日本語の助詞に対応する意味機能を担っており、特に重要な文法

事項である。例文と練習問題を通して、6 格のそれぞれの用法を理解し、

その語尾変化を覚えることを目指す。 

 

   応用ロシア語Ⅰ 「応用ロシア語Ⅰ」では、形容詞の格変化とその用法および動詞の体や

命令形についての文法事項を学習し、ロシア語初級文法の学習を完成さ

せる。そして、ロシア語はヨーロッパ言語の中でも語尾変化が多い言語

であるため、辞書で単語を引くことに慣れる必要がある。辞書を使用で

きるようになるために、ロシア語の 6 格の使い方に慣れ、文法表の見方

を修得し、辞書と活用表を使用しながらであれば，ロシア語の簡単なテ

キストが読めるようになることを目指す。同時に、ロシア文化を紹介す

る時間も持つ予定である。 

 

   応用ロシア語Ⅱ テキスト講読は、外国人が語彙を増やすための近道であるが、語尾変化

の多いロシア語では、辞書の標記の仕方について学習する必要がある。

この科目では、辞書における、不規則変化の標記の仕方や、また、その

語が何格と共に用いられるのかといった格支配の標記の仕方を学習す

る。加えて、関係代名詞や移動動詞や数詞が絡む文法事項を学習し、辞

書と活用表を使用しながら、複雑な構文を含む中級レベルのテキストを

読むことができることを目指す。また、ロシア文化を紹介する時間も持

つ予定である。 

 

   総合ロシア語Ⅰ 「総合ロシア語Ⅰ」では、「入門ロシア語Ⅰ・Ⅱ」と「基礎ロシア語Ⅰ・

Ⅱ」で学んできた文法知識と語彙や表現を再確認しながら、ロシア語の

運用能力をさらに高めていく。この授業では、特に「聞く活動」と「話

す活動」を中心に進めていきながら、人・もの・食・音楽・スポーツ・

絵画といったテーマの語彙を増やすことを目指す。そして、自己紹介や

家族紹介をはじめとして、「自分のことについて話すことができる！」

を目標において授業をすすめていく。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
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目 
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ロ

シ

ア

語 

総合ロシア語Ⅱ この科目では、「総合ロシア語Ⅰ」に引き続いて、「聞く活動」と「話

す活動」を中心に進めていきながら、ロシア語の運用能力を高めていく。

特定の場面（道案内、市場、お店、レストラン、郵便局、劇場など）を

設定し、それらの場面で使われる語彙や表現を増やすことを目指す。「入

門ロシア語Ⅰ・Ⅱ」、「基礎ロシア語Ⅰ・Ⅱ」で学んできた文法知識と

語彙や表現を再認しながら、「様々な場面で自分の意思を伝えることが

できる！」を目標において授業をすすめていく。 

 

  

韓
国
・
朝
鮮
語 

入門韓国･朝鮮語

Ⅰ 
韓国は日本にとって最も近い国で、経済面及び文化面でもこの地域とき

わめて深い関係にある。最初にきわめて合理的に作られたハングル文字

を学び、同時に視聴覚機器を利用しながらその発音を練習する。具体的

には、子音字、激音、濃音、合成母音字、終声音、二文字の終声音など

を繰り返し聞いたり発音したりして、練習を繰り返す。 

 

   入門韓国･朝鮮語

Ⅱ 
韓国・朝鮮語の学習においてハングル文字は最初の大難関である。「入

門韓国･朝鮮語Ⅰ」の集中的な文字及び発音の練習を基礎として、ハン

グル文字がある程度読めるようになった段階で、いろいろな場面におけ

る簡単な会話を練習する。日常での挨拶、買い物でのやりとり、レスト

ランでの簡単な注文など場面設定を行い、リスニングを含めた練習を繰

り返す。授業が単調な練習だけに終わらないように、韓国大衆文化（映

画・音楽・飲食など）の紹介なども行う。 

 

   基礎韓国･朝鮮語

Ⅰ 
韓国・朝鮮語の基礎を学ぶ上で、韓国・朝鮮語の文法は不可欠である。

韓国・朝鮮語の語順は日本語の語順と酷似しているので、それを理解し

た上で韓国・朝鮮語の言語的特徴について学ぶ。文法を修得するために

テキストに従い、初歩的な文法事項を学び、各種練習問題をこなしなが

ら同時に基本語彙を修得する。また、時には簡単な読み物を読み、韓国

人やその文化への理解を深める。 

 

   基礎韓国･朝鮮語

Ⅱ 
韓国・朝鮮語の語順は日本語の語順と酷似しているので、それを理解し

た上で韓国・朝鮮語の言語的特徴について学ぶ。「基礎韓国･朝鮮語Ⅰ」

の学習を基礎にして、あらたまった丁寧な表現、うちとけた丁寧な表現

や尊敬形（韓・日の敬語の違いに注目）などについて詳しく学ぶ。文法

を修得するためにテキストに従い各種練習問題をこなしながら、随時、

簡単な読み物を読み、韓国人やその文化への理解を深める。 

 

   応用韓国・朝鮮語

Ⅰ 
基礎の完成と運用能力（「読む」「書く」「聞く」「話す」）の向上を

目指す。韓国・朝鮮語の基礎的な理解力、及び運用能力の養成を目標と

します。内容としては、用言の活用など基本文法の習熟と口頭表現力、

聴解力、文章の読解力、作文能力等を養成していく。 

 

   応用韓国・朝鮮語

Ⅱ 
さらなる運用能力（「読む」「書く」「聞く」「話す」）の向上を目指

す。「応用韓国・朝鮮語Ⅰ」の授業内容の継続で韓国・朝鮮語の基礎知

識を確実なものとし、さらに語学力を向上させることを目標に授業を行

う。用言の活用の変化の習熟に重点を置き、活用形のうち連用形、連体

形をベースにした様々な表現の作り方、使い方に慣れ親しむことをポイ

ントにする。 

 

   総合韓国・朝鮮語

Ⅰ 
ハングルの読み書きができ、韓国語の基礎を終えた学習者を対象に、韓

国語で日常コミュニケーションをとるうえで必要な語彙・文法表現を学

習する。具体的に、場面（値段を聞きものを注文する場面、交通手段の

利用・道案内する場面など）に応じて必要な語彙・文法表現を修得し、

また 2～3 人が一組になって練習するなどして、韓国語コミュニケーシ

ョン能力を向上させる。さらに、テキストの内容だけではなく、韓国の

人々の生活や文化についても知識を深める。 

 

   総合韓国・朝鮮語

Ⅱ 
「総合韓国・朝鮮語Ⅰ」の授業内容の継続で、韓国語で日常コミュニケ

ーションをとるうえで必要な語彙・文法表現を学習する。具体的に、場

面（相手に提案する場面、相手を誘う場面など）に応じて必要な語彙・

文法表現を修得し、また 2～3 人が一組になって練習するなどして、韓

国語コミュニケーション能力を向上させる。さらに、テキストの内容だ

けではなく、韓国の人々の生活や文化についても知識を深める。 

 

  

ポ
ル
ト
ガ
ル
語 

入門ポルトガル語

Ⅰ 
愛知県三河地区及び静岡県浜松地区においてはブラジル人が多く働い

ている。このため、この地域の多方面において活躍することが期待され

る人材には、ポルトガル語の基礎知識が必要となることも多い。入門ポ

ルトガル語では、最初に、視聴覚機器を利用しながら発音を中心に学ぶ。

日本語とは異なる文字と発音との関係について正しい理解をした上で、

数字・時間・曜日・日付などの基本語彙について学んでいく。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語 

入門ポルトガル語

Ⅱ 
「入門ポルトガル語Ⅰ」のポルトガル語の文字と発音練習を基礎とし

て、いろいろな場面における簡単な会話を練習する。日常での挨拶、買

い物でのやりとり、レストランでの簡単な注文など場面設定を行い、発

音・ヒアリング・読みの訓練を行う。さらに進め、天気・季節に関する

表現、家族の者を指すときの表現、身体・心理状態の表現、依頼の仕方、

許可を得る・与える表現などについても学びを進める。練習だけに終わ

らないように、ブラジルや時にはポルトガルの文化の紹介なども行う。 

 

   基礎ポルトガル語

Ⅰ 
ポルトガル語の基礎を学ぶ上で、ポルトガル語の文法は不可欠である。

ポルトガル語はインド・ヨーロッパ言語族イタリック語派に属す。した

がって、最初は、ポルトガル語の言語的特徴について学ぶ。特に、主語

と動詞（過去形・現在形・未来形）、主語と動詞（人物以外の主語のと

き）、主語と動詞（進行形）などを中心に、テキストに従い各種練習問

題をこなす。また、これらの文法事項を定着させるために、時には簡単

な読み物を読んだり、簡単な映像を鑑賞したりする。 

 

   基礎ポルトガル語

Ⅱ 
「基礎ポルトガル語Ⅰ」で、文の根幹である主語と動詞について学んだ。

「基礎ポルトガル語Ⅱ」では、疑問詞、名詞及び形容詞、指示詞、所有

代名詞などから、少し高度な文法事項について説明し、テキストに従い

各種文法練習問題をこなしながらの定着を図る。簡単な発話もできるよ

うにする。また、「基礎ポルトガル語Ⅰ」と同様、簡単な読み物や映像

の生きたポルトガル語の場面を参考に、文法事項の定着を図る。さらに

は、その言語を話す人たちやその文化への理解を深めることまでを目標

とする。 

 

  

日
本
語 

日本語・表現Ⅰ 外国人留学生履修用科目。自己表現活動を通して自己実現を図ることを

目的とする。そのためには、キャンパスでの講義を理解するための日本

語の読み・書きの能力だけでなく、キャンパス外でも、異文化接触体験

を通して自己を確立する能力を培っていくことも狙いとする。従って、

授業で扱うトピックは現実社会を反映したものを選定し、内容をしっか

り深めた上で、インターアクション活動が可能となるよう展開してい

く。外国人留学生にとって日本語は外国語ではなく、まさに生活言語そ

のものである。この観点から少数授業を保証していく。 

 

   日本語・表現Ⅱ 外国人留学生履修用科目。自己表現活動を通して自己実現を図ることを

目的とする。「日本語・表現Ⅰ」に継続して基礎文型とその応用文型を

体系的に学習する一方で、秋は特に各授業のレポートや論文作成に対応

できるよう、日本語の書く力を重点的に身につけていくことを図る。教

材以外のトピックとしては、新聞記事を各自が選定し、その内容の理解

を深めることによって、感想文を書くことを義務付ける。さらに、新聞

の論旨や自分の意見をクラスで発表し、クラス内討議へと発展できるレ

ベルにまで高める。 

 

   日本語・論文技術

（基礎）Ⅰ 
外国人留学生履修用科目。大学が提供する多様な講義・演習科目から、

高度な情報や知識を的確に得ることができるよう、論理的思考に基づい

たアカデミック・リテラシーの獲得を目指す。そのために論理的な文章

を大量に徹底的に読みこなす。同時に、文法能力の基礎固めも行う。春

学期は、特に、文法項目としては、「助詞」「形式名詞」「複合動詞」

など日本語独自の特色ある部分を確認する。また、文章の構成力拡充の

ために、「句読点」「記号や符号」「段落わけ」などもタスク活動を通

して学習していく。 

 

   日本語・論文技術

（基礎）Ⅱ 
外国人留学生履修用科目。「日本語・論文技術（基礎）Ⅰ」同様、大学

が提供する多様な講義・演習科目から、高度な情報や知識を得ることが

できるよう、論理的思考に基づいたアカデミック・リテラシーの獲得を

目指す。そのために論理的な文章を大量に徹底的に読みこなす。同時に、

文法能力も発展的体系的に獲得する。具体的には、「日本語・論文技術

（基礎）Ⅱ」では、主・術の関係や、文の構成、接続語関係、論文の構

成など、文、文体、文章、談話単位などの枠組での日本語の姿を捉える。

日本語力の低い学生への補充指導もあわせて行う。 

 

   日本語・総合Ⅰ 外国人留学生履修用科目。1 年次の「日本語・表現Ⅰ・Ⅱ」授業を発展

させる。まず第一に、テキスト・資料を使って、アカデミックなレベル

での論理的表現の修得を体系的に目指す。同時に、様々な投げ込みタス

クを通して、日々の生活において、自己の置かれている状況を説明し、

自らの手で問題解決にあたることのできる社会的総合的な日本語力も

養う。また、各自の興味・関心をもった社会的テーマでアンケート活動

をし、それを、レジュメ（グラフを含む）にまとめて、発表しクラス内

討議に持ち込む。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

日
本
語 

日本語・総合Ⅱ 外国人留学生履修用科目。「日本語・総合Ⅰ」に継続して、論理的表現

の修得並びに発表能力を高めることをめざす。まず、テキスト・資料か

ら、アカデミックなレベルでの論理的表現やグラフの説明・分析の表現

を拡充する。同時に、秋学期も、様々なタスクを通して、日々の生活に

おいて、自己の置かれている状況を説明し、自らの手で問題解決にあた

ることのできる社会的総合的な日本語力も養う。必修日本語として最後

のセメスターであることから、資格試験に挑戦することも促す。 

 

   日本語・論文技術

（応用）Ⅰ 
「日本語・論文技術（基礎）Ⅰ・Ⅱ」で獲得した論理的な文章のリーデ

ィング・リテラシーをさらに磨いていくだけでなく、書くためのスキル

の向上も徹底する。特に「文体」「文作法の技法」「文構成」の分野で

「日本語・論文技術（基礎）Ⅰ・Ⅱ」で修得したことが定着するよう図

る。同時に日本語の文法体系を応用・実践できるよう確かなものに高め

ていく。また、要約やレジュメ作りの基礎も固めていく。夏の長期休暇

等にも課題を出し、授業のない期間でも日本語で思考しコミュニケーシ

ョンすることを日常化させ、秋学期にその復習をし、定着を図る。 

 

   日本語・論文技術

（応用）Ⅱ 
1 年次の「日本語・論文技術（基礎）Ⅰ・Ⅱ」で獲得した論理的な文章

のリーディング・リテラシーを引き続き磨いていくだけでなく、書くた

めのスキルの向上も徹底する。特に文系理系の論文を各種読ませ、科学

的で客観的な文章が書けるよう導く前段とする。例年そうであるが、「日

本語・論文技術（基礎）Ⅰ・Ⅱ」で修得したことが充分定着していない

点も多々みられる。学生の弱点を洗い出し、その克服に向けて重点的に

対処することも必要と考える。そのために、毎時テーマを決めて書かせ、

各自の自律学習を促す。 

 

   アカデミック日本

語Ⅰ 
アカデミックな文章力と構成力を身につけ、論理的な発表ができるよう

にする。特に、パワーポイントを活用し、「説明のためのスピーチ」「意

見表明のスピーチ」「提言のスピーチ」などのスピーチ力やレジュメ作

りを重点的に行う。適宜、資料を配布し、先行研究や先輩の研究に学び

ながら、自らのテーマを自らが説明し提言していく方向を模索させる。

発表後の討議にも一定の時間を割き、他からの意見から学び取る姿勢、

国が異なる学生の価値観等にも触れることができるよう授業を組み立

てる。 

 

   アカデミック日本

語Ⅱ 
アカデミックな文章力と構成力をみにつけ、一定の分量の論文・レポー

トが正確に書けるようにする。そのために、テーマ設定をどのようにす

るか、また、文体や文構成のために何が必要か、多種の資料を読み合わ

せタスクも併用しながら、深めていく。また、一人ひとりが実際に論文

を書く前に、レジュメ（目次）と「序文・はじめに」を作成しクラス内

で討議させる。過不足を相互に補い合うことによって、説得力のある論

文が組み立てられることを目指す。 

 

   ビジネス日本語Ⅰ 異文化下で生きる能力を主体的に確立させるための支援、具体的には就

職などのキャリア支援の科目である。待遇表現やビジネス場面での適切

な表現を実践的に学ぶ。地域や社会の構成員として日本人との相互作用

を経ながら、自由で的確な表現力を身につけ、自己実現を図っていく。

その基盤となるよう多様なシチュエーションを準備しコミュニケーシ

ョン力の伸長を図りたい。DVD や実際のテレビ番組からの教材も活用

する。「ビジネス日本語Ⅰ」では、敬語やそれを用いる時に役立つ「ク

ッション言葉」なども取り入れる。 

 

   ビジネス日本語Ⅱ 日本という異文化下で生きる能力を主体的に確立させるための支援、具

体的には就職などのキャリア支援を授業の重点ポイントとする。そのた

め、待遇表現やビジネス場面での適切な表現を実践的に学ぶ。具体的に

は、電話のかけ方や訪問、依頼、断り、アドバイス、アポの変更などの

各場面でロールプレイをやってみる。さらには、DVD を見たり、就職

活動をしている上級生の話を聞いたり、あるいは、企業訪問用のメール

作成の作業などを通し、日本社会で協働できる力を身につけさせる。 

 

  

外
国
理
解 

世界の言語Ⅰ 第1外国語および第2外国語として位置づけられている言語以外の言語

（ポルトガル語、ロシア語）に関して学ぶ機会を確保するために設定さ

れた科目である。専門研究の面から特異な言語の知識が必要となること

もあるだけでなく、言語的および文化的な面から知的興味としても多く

の言語を学ぶことはきわめて有意義である。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

外
国
理
解 

世界の言語Ⅱ 第1外国語および第2外国語として位置づけられている言語以外の言語

（ポルトガル語、ロシア語）に関して学ぶ機会を確保するために設定さ

れた科目である。専門研究の面から特異な言語の知識が必要となること

もあるだけでなく、言語的および文化的な面から知的興味としても多く

の言語を学ぶことはきわめて有意義である。「世界の言語Ⅰ」を基礎と

して展開する。 

 

   ラテン語Ⅰ 
現在ラテン語はいかなる国においても母語として用いられてはいない

ものの、欧米の諸言語の中にはその痕跡が色濃く残されており、ラテン

語の知識はこうした現代語の仕組みを知る上で、大いに役立つ。本講義

では、ラテン語の文字や基本文法およびその文化的背景などについて学

ぶ。 

 

   ラテン語Ⅱ 現在ラテン語はいかなる国においても母語として用いられてはいない

ものの、欧米の諸言語の中にはその痕跡が色濃く残され、ラテン語の知

識はこうした現代語の仕組みを知る上で、大いに役立つ。本講義では、

「ラテン語Ⅰ」を基礎として、文字や基本文法およびその文化的背景な

どについて展開する。 

 

   ギリシャ語Ⅰ 西洋文化を理解するうえで、古代ギリシャおよび古代ローマについて学

ぶことはきわめて重要である。そして、それらの古典言語の知識はそれ

ぞれの文化を理解するためには不可欠である。本講義では、ギリシャ語

の文字や基本文法およびその文化的背景、新約聖書をギリシャ語原文で

読む。 

 

   ギリシャ語Ⅱ 西洋文化を理解するうえで、古代ギリシャおよび古代ローマについて学

ぶことはきわめて重要である。そして、それらの古典言語の知識はそれ

ぞれの文化を理解するためには不可欠である。本講義では、「ギリシャ

語Ⅰ」を基礎として、新約聖書の講読、文化的背景などについて展開す

る。 

 

   海外セミナーⅠ 本学は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語の各語圏におい

て、海外短期語学セミナーを主催している。セミナーにおいては単に語

学研修を行うだけでなく、学生が各国の歴史や文化に触れ、国際的な視

野と教養を高める絶好の機会である。そのセミナーに出席し、その事前

の授業およびその報告をもって学修成果を認定する本科目は、Ⅰ～Ⅳま

で設定し、上記複数語圏のセミナー参加による単位認定を行う。 

 

   海外セミナーⅡ 本学は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語の各語圏におい

て、海外短期語学セミナーを主催している。セミナーにおいては単に語

学研修を行うだけでなく、学生が各国の歴史や文化に触れ、国際的な視

野と教養を高める絶好の機会である。そのセミナーに出席し、その事前

の授業およびその報告をもって学修成果を認定する本科目は、Ⅰ～Ⅳま

で設定し、上記複数語圏のセミナー参加による単位認定を行う。 

 

   海外セミナーⅢ 本学は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語の各語圏におい

て、海外短期語学セミナーを主催している。セミナーにおいては単に語

学研修を行うだけでなく、学生が各国の歴史や文化に触れ、国際的な視

野と教養を高める絶好の機会である。そのセミナーに出席し、その事前

の授業およびその報告をもって学修成果を認定する本科目は、Ⅰ～Ⅳま

で設定し、上記複数語圏のセミナー参加による単位認定を行う。 

 

   海外セミナーⅣ 本学は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語の各語圏におい

て、海外短期語学セミナーを主催している。セミナーにおいては単に語

学研修を行うだけでなく、学生が各国の歴史や文化に触れ、国際的な視

野と教養を高める絶好の機会である。そのセミナーに出席し、その事前

の授業およびその報告をもって学修成果を認定する本科目は、Ⅰ～Ⅳま

で設定し、上記複数語圏のセミナー参加による単位認定を行う。 

 

   外国理解Ⅰ 英語圏、ドイツ語圏、フランス語圏、中国語圏、韓国語圏、タイ語圏の

大学に留学し、修得した単位を認定する。本学の長期留学制度には、本

学と海外の大学との学生交換協定に基づく「交換留学制度」と、学位授

与権を有する外国の大学の正規の課程に留学を希望する学生が所定の

手続きを行い、所属学部の教授会で許可を得て留学する「認定留学制度」

がある。この制度に基づき、留学先大学で修得した単位を、本学規程に

則り、Ⅰ～Ⅳまで設定した科目として認定を行う。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

外
国
語
分
野 

外
国
理
解 

外国理解Ⅱ 英語圏、ドイツ語圏、フランス語圏、中国語圏、韓国語圏、タイ語圏の

大学に留学し、修得した単位を認定する。本学の長期留学制度には、本

学と海外の大学との学生交換協定に基づく「交換留学制度」と、学位授

与権を有する外国の大学の正規の課程に留学を希望する学生が所定の

手続きを行い、所属学部の教授会で許可を得て留学する「認定留学制度」

がある。この制度に基づき、留学先大学で修得した単位を、本学規程に

則り、Ⅰ～Ⅳまで設定した科目として認定を行う。 

 

   外国理解Ⅲ 英語圏、ドイツ語圏、フランス語圏、中国語圏、韓国語圏、タイ語圏の

大学に留学し、修得した単位を認定する。本学の長期留学制度には、本

学と海外の大学との学生交換協定に基づく「交換留学制度」と、学位授

与権を有する外国の大学の正規の課程に留学を希望する学生が所定の

手続きを行い、所属学部の教授会で許可を得て留学する「認定留学制度」

がある。この制度に基づき、留学先大学で修得した単位を、本学規程に

則り、Ⅰ～Ⅳまで設定した科目として認定を行う。 

 

   外国理解Ⅳ 英語圏、ドイツ語圏、フランス語圏、中国語圏、韓国語圏、タイ語圏の

大学に留学し、修得した単位を認定する。本学の長期留学制度には、本

学と海外の大学との学生交換協定に基づく「交換留学制度」と、学位授

与権を有する外国の大学の正規の課程に留学を希望する学生が所定の

手続きを行い、所属学部の教授会で許可を得て留学する「認定留学制度」

がある。この制度に基づき、留学先大学で修得した単位を、本学規程に

則り、Ⅰ～Ⅳまで設定した科目として認定を行う。 

 

 

数
理
・
情
報
分
野 

教養数学 高校時代までに学ぶ数学が多彩な内容であることから、数的事項の「理

解」ではなく「記憶」に頼る学習になっている学生も多い。結果的に社

会人基礎力として必要と思われる数学的能力が不足し、企業側はその素

養を試す SPI 検査などを課すようになってきている。この講義では、

そうした素養を一定の時間をかけて多くの問題を解くことにより、論理

的に考える能力を高め、社会人として必要な数学力養成を目指す。 

 

 数理科学 「基礎数学への招待」と「カオスと暗号」との 2 つのテーマを掲げて学

習する。前者は、高校の数学を復習した上で、指数・対数、三角関数と

微分・積分の初歩的な部分を学習する。後者は、最初に社会現象や自然

現象を記述し解明する観点に立ちカオスを扱い、その後で、社会のセキ

ュリティの基礎となる暗号を扱い、暗号技術及びその背景にある数学、

また暗号が応用されている身近な分野について解説する。 

 

   確率入門 確率は天気予報のような日常生活にも登場する数学的概念であり、文

系、理系を問わず基礎知識としてその重要性は高い。この講義では、ま

ず、代表的な確率的問題を紹介し、確率についての思い違いや確率の意

外な結果などをみる。次に、順列と組み合わせに関する学習を基に、具

体例を示しながら確率の定義と基本的な性質について解説する。さら

に、確率変数と確率分布および大数の法則について解説する。 

 

   統計入門 コンピュータ、インターネットの発達により、社会的事象に関する様々

な情報を収集、分析することは以前に比べ格段に容易になっている。ど

のような仕事に就いても、データやグラフを読み取り、分析する能力、

新聞、ニュースで報じられる統計やグラフの意味の理解力、自分の考え

を理解してもらうために統計による客観的情報を示しての発表、説得す

る能力が必須である。統計データとは何かという根本的問題から始め、

データ加工、分析の方法について解説する。 

 

   情報倫理 「情報倫理（Nethics）」は、ネットワーク（Network）を介して情報

を扱う上で必要とされる倫理（Ethics）のことを指している。この講義

では、私たちが住むネットワーク社会において、高度情報化社会におけ

る一人として、我々が守るべきルール、モラルおよび技術について、学

ぶ。また、ネットワーク社会における危険とその回避方法についても学

ぶ。 

 

   マルチメディア表

現 
デジタルメディアを活用した表現技法を学ぶ。授業では、指定したテー

マにしたがって、情報を画像や動画、音声などのメディアを通して効果

的に表現し、そのメッセージを伝達する手法を身につける。特に、身近

なデジタル機器である携帯電話やデジタルカメラ、デジタルビデオ等を

取り上げ、その特性を生かした活用方法を考える。情報を表現し、伝達

するメディアとして、Web ページを作成し、情報化社会におけるマル

チメディア表現技法を修得する。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

 

数
理
・
情
報
分
野 

ネットワーク演習 パーソナルコンピュータなどの情報メディア機器と情報ネットワーク

技術を理解し、その特性をいかした利用を図る。インターネット接続な

どの基本設定のほか、電子メールなどのネットワークアプリケーション

の仕組みを学ぶとともに、実際の接続や利用に関わるトラブル対策によ

り、情報メディア機器を考え、表現する自らの道具として使いこなせる

技術の修得を目指す。あわせて、著作権などの法律知識とともに、情報

社会におけるモラルと具体的なセキュリティ対策を身につける。 

 

   社会データ分析入

門 
パソコンを利用した国勢調査データの処理手法を学習する。まず、イン

ターネットから国勢調査データの入手方法を紹介する。次に国勢調査デ

ータを処理しながら、Excel の基本操作、統計処理とグラフ作成の基本

技法を学ぶ。最後は、グループごとに三遠南信地域における市区町村の

国勢調査データを分析し、地域の人口、経済、産業、文化、社会などを

含めた特徴や問題点をまとめ、プレゼンテーションを行う。地域研究に

活かせるデータの収集・分析能力を身に付ける。 

 

   プログラミング コンピュータを利用するための応用技能であるプログラミングを取得

する演習である。前半は、プログラムを理解するために、プログラム構

文を学習し、簡単なアプリケーションを事例にしてプログラムでどのよ

うにコンピュータを動作させることができるかを体験する。後半では、

機能を連携させ簡単なアプリケーションを作成し、プログラムの外観を

理解するとともに、論理的にアプリケーション作成を体験する。プログ

ラミングの基本的な流れを身につけることで、他のプログラミング言語

の習得にも応用できる素養を磨く。 

 

   情報の科学 文字・画像・音声・動画など、情報そのものの形式を学習する。現代の

情報はデジタルデータとして表現されることが多く、データを扱うため

の道具であるコンピュータのしくみについて電気・半導体・論理演算な

どから理解を深め、情報の物理的形式からデジタル形式への変換方法を

学ぶ。文字データについては、アンケート調査の自由記述の分析を通し

て、正規表現によるパターン一致・キーワードの抽出・文献間の差異の

数量化など、形式だけでなく、その操作も学習する。 

 

   情報と社会 主にインターネットを素材とし、社会の三つの側面から情報との関係を

学ぶ。第一に経済的側面、具体的にはネット広告の手法と収益構造、評

判システムの役割などを学ぶ。第二に法的側面、即ち知的所有権、個人

情報保護、ネット犯罪などをとりあげる。第三に人的側面、つまり人間

関係の密度・中心性・中心性形成理論などを学ぶ。講義を通し、情報を

作りだしている社会を利益と規制の両面から把握し、社会を構成する人

間の組織を科学的に理解し、情報を受信・発信する際に主体的に判断で

きる能力を養うことを目標とする。 

 

   情報総合演習 コンピュータによるデータ処理と情報表現の手法を学び、スキルの向上

を目指す。単にコンピュータの操作方法を修得するだけではなく、コン

ピュータによるデータ収集、データ処理、データ表現に関する知識と技

能を向上させる。ワードによる文書作成方法、エクセルを用いた統計デ

ータの処理方法、さらにエクセルの図表やプレゼンテーションツールを

用いた情報の表現手法を身にづける。学習や研究の道具としてコンピュ

ータを有効かつ総合的に利活用できるようになることを目標とする。 

 
 

自
然
分
野 

物質の科学 「化学物質と毒性」と「究極の物質とは何か」をテーマに学習する。前

者のテーマのクラスでは、問題となる化学物質による環境汚染や健康危

害の現状を紹介すると共に、それらの原因と推測されている化学物質の

性質、開発の目的、毒性評価等について解説する。後者のテーマのクラ

スでは、物質についての現在の自然科学での理解とそれに至った自然現

象・考え方について解説する。究極の物質とは何か、どういう現象・実

験や考え方から現代の物質観が形成されたかを考えてみる。 

 

   地球の科学 われわれ人類と生物の住処である地球は、太陽系の中でも特異な惑星で

ある。この星には、液体の水をたたえた海があり、生命を宿している。

46 億年という悠久の歴史の中で、さまざまの偶然と必然とが絡み合っ

て、現在の地球ができあがった。宇宙と地球の関係、地球の構成、起源

や進化について学び、躍動する地球の姿を知る。そして、その絶妙なバ

ランスの上に立った地球システムの理解を通して、現在の地球環境問題

の本質に迫る。資料を参照しながら、高度な数学や科学の知識が無くて

も理解できるように解説する。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

自
然
分
野 

宇宙の科学 夜空を見上げているだけでは想像もつかない宇宙での様々な現象の存

在やその物理・化学機構が、宇宙の観測とこれまで確立した自然科学の

諸法則を駆使して、次々と明らかになってきている。宇宙の科学を題材

に、現代の宇宙像を学ぶと共に自然科学のアプローチ・考え方を学ぶ。

50 億年後の太陽はどうなっているか、地球の将来は、ブラックホール

とは何か、暗黒物質とは何か、宇宙の始まり・ビッグバン・宇宙の進化

とは、等宇宙科学全般を広く紹介する。 

 

   生命の科学 生きていることの科学をテーマとする。20 世紀半ば以降大きな進歩を

遂げた遺伝子研究分野では、特に DNA 組換え技術や細胞操作技術の発

展により、生命現象をミクロな分子レベルで解明することが可能となっ

た。さらに、21 世紀我々が直面するであろう様々な問題、たとえば環

境、エネルギー、食糧、医療等に解答を見出す可能性を秘めている。本

講義では、生命活動の科学的基礎知識の学習に基づき、安全で健康な生

活とは何かを、科学的論理的に分析・思考ができる科学的素養の習得を

目標とする。 

 

   環境の科学 環境は地球誕生以来、生命を、生物を、そして、人類を育んできた。そ

れらの混然一体とした共同体は、地球上で様々な特徴をもつ生態系を形

成し、人類とともにあってから後は、互いに作用を及ぼしつつ歴史と文

化を創り上げてきた。ここでは、多様な生態系を特徴づけている環境構

成要素とそれぞれの関わり、さらに、人類の働きかけと人類への影響に

ついて、地域および地球スケールで物質循環に焦点を当てつつ、私たち

の社会の持続的発展に向けての環境との付き合い方を探求する。 

 

   科学技術史 現代の科学技術文明は、人類の歴史の中で、数限りない発見や発明の結

果としてつくりあげられてきた。人類は旧石器時代より、自然を利用す

る中で、経験によりそれを理解した。さらに、それを理論化・体系化す

ることによって自然科学が生まれた。現代の科学技術は、17 世紀に成

立した近代科学の発展・拡大したものである。古代から現代にいたるま

で、自然がどのように理解されかつ利用されてきたかについて解説す

る。自然科学や数学の知識は前提としないが、世界史、哲学や宗教につ

いての初歩的な理解が必要である。 

 

   現代技術と社会 テーマは「現代技術の利点と弊害」である。我々の生活の中には多くの

技術が利用されている。もし車が無かったら、もしテレビや冷蔵庫が無

かったら、我々の生活はどのように変化するであろうか。 困ることは

何か。良くなることは何か。現代技術が我々にもたらす利点と弊害につ

いて考えてみる。日常生活における幾つかの技術を取り上げ、技術の原

理、技術を必要とした背景、技術の社会への影響について考えてみる。

また、水力・火力・原子力・太陽エネルギーなどのエネルギー技術に関

して解説する。 

 

   地球環境問題 地球環境問題が人類にとって最大の課題であることは言うを俟たない。

悠久の地球史の中で培われた地球環境が、人類の出現とその活動によっ

ていかに変質され破壊されてきたかを概観し、直面する環境問題につい

て、その実態と原因について解説する。これらを地球システムの観点か

ら見ると、どのようなことがいかに関連して生じているのか、科学的に

とらえる視点が得られるようにする。さらに、人類と自然との共存はい

かにして可能か、新しい社会システムのあり方と環境保全への道を模索

する。 

 

   自然環境と地理 古来、人間は、自然環境と深く関わりながら生産活動を行ってきた。し

かしながら、生活の豊かさ・便利さを求めて、人間は自然環境を改変し

てきた結果、地球環境や地域環境に不都合が生じてきた。そこで、自然

環境の仕組みとその地域的差異について自然地理学から考察した後、具

体的環境問題である「水問題」を論ずる。水を対象に選んだ理由は、水

が自然環境のあらゆる要素に関わっており、自然環境を理解する上で最

も重要な存在だからである。 

 

   動物行動学 動物行動学は Ethology の和訳であり、ヒトを含む動物の行動を研究す

る学問である。この和訳からは、動物の面白い行動が博物学的に扱われ

る簡単な学問が連想されるかもしれない。実際には、動物行動学は、全

く異なる動物種による様々な行動の背景にある「適応」と「進化」、言

い換えれば、それぞれの動物個体の遺伝子が効率よく残るように働く一

貫した原理を中心に展開される体系的な学問である。本講義では、具体

的な動物行動の事例を取り上げつつ、動物行動学的な考え方と現代の人

間社会との関連についても考える。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

自
然
分
野 

健康科学 健康を理解することは、人間の生命や生活を理解することに通じる。身

近な健康問題をわかりやすく説明するとともに、健康管理のあり方を解

説する。学生自身の生命・生活を健康という観点から見直すチャンスと

することを第一のねらいとしている。健康観の歴史的変遷と現代的健康

の定義（人間にとって生と死、生涯とは何か）、日本人の傷病構造（生

活習慣病の基礎知識）を学ぶとともに、健康的な食行動（栄養の基礎、

望ましいダイエットのすすめ方）、スポーツ行動、休養行動、嗜好品の

愛好行動（喫煙・飲酒行動のメカニズム）等を理解する。 

 

   スポーツ工学 スポーツを含む身体運動だけでなく，用具・施設等の特性や人間とのマ

ッチング、環境がスポーツ活動に与える影響等を、機械力学や振動理論、

制御理論、流体力学、材料力学等、従来工学の分野で用いられていた研

究手法をスポーツに適用した研究分野がスポーツ工学である。理論を理

解するために必要な力学や数学を説明するとともに、人間の特性を踏ま

えた用具開発や安全性の検討、実験・測定とシミュレーションによる新

しいスポーツ技術の可能性、工学分野からみた人の動きの効率性などを

実際のスポーツ場面に当てはめながら解説する。 

 

   トレーニング科学 基本的な身体の構造を学びながら、トレーニングの原理や一般原則なら

びにスポーツパフォーマンスを高めることを狙いとした各種トレーニ

ングの方法論を概説する。また、健康増進を目的としたトレーニングの

方法論を概説する。さらに、トレーニング効果を高める多角的アプロー

チ法として、メンタルトレーニングやスポーツ栄養についても触れる。

そして、トレーニングの対象となるヒトに関する生物学的基礎を学びな

がら、様々なトレーニングに関する目的・方法・特殊性及びトレーニン

グ効果などについて理解を深める。 

 

 

社
会
分
野 

歴史学 最初に、歴史学の意義や史料論・時代区分論、歴史観について学習する。

その上で、地域別・時代別に展開することになる。具体的には、日本の

原始時代・近世・近現代や、大航海時代・ヨーロッパ植民地時代の東南

アジアなどについて、諸史料を基に、それぞれのテーマを設定して、各

地域・各時代の社会の在り様を検討する。これらの検討を通じて歴史・

文化の多様性を認識し、そのことを受容できる人間性を構築することが

ねらいである。 

 

   考古学 大地に遺る過去の人間活動の痕跡から、当時の人々の生活の在り様を考

察する。具体的には、東西日本の交流点として特有の地域的特色をもつ

東海地方の旧石器から縄文・弥生・古墳・古代にかけての遺品や発掘調

査によって明らかになりつつある古代中国文明について学習する。考古

学の発展は近年著しいので、新しい考古学の成果を紹介し、そのことを

通じて正しく現状を捉えることができるようになることを目標とする。 

 

   地理学 自然と人間の関係を総合的に考察することを目的とする。特に、地域間

格差や民族対立、地球環境問題が深刻化している現代社会において、人

口・農業・災害など様々な地理的事象の特徴とその諸問題を多様な側面

から取り上げ、現代社会の諸問題を地理的側面から把握するとともに、

地理学の基礎的な理論を理解する。「地理統計要覧」や地図帳などビジ

ュアル的資料を積極的に利用しながら、それぞれのテーマに触れながら

環境科学としての地理学の立場で展開する。 

 

   社会学 社会学は、人と人の関わりについて総合的にとらえ、社会現象に関する

メカニズムを実証的に考える学問である。その研究対象や研究領域が多

岐にわたるだけでなく、歴史・文化・経済などの諸条件への理解も必要

である。授業では、産業化・近代化の進展が西洋や日本の社会システム

に与えた影響を産業・経営・職業に焦点をあてて考えることや、現代日

本社会の課題となっている、家族関係・未婚と晩婚化・少子化・コミュ

ニケーションとインターネットなど、現代社会に関わる多様な話題をと

りあげる。 

 

   政治学 政治は私たち個人の仕事や暮らしから地域や国家の重大事に至るまで、

そのあり様に大きな影響をもたらしている。しかし、いざ「政治とは何

か」と問われるとその働きや意思決定の主体や過程は曖昧模糊とし、実

態が捉え難い。議会、政党、政権、内閣、首長、大臣、官僚などを要素

とする政治システムが、国民の現状や意思をどのように捉え、また、造

り出しているのか。そうした政治メカニズムについて、現代の地方、国

家はもちろん国家間の政治情勢にも目配りしながら具体例をもとに学

び、政治を理解する目を養う。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

社
会
分
野 

経済学 GDP、物価、失業、為替レート、景気、経済成長、デフレ、国債残高、

貿易黒字、株価、投機、環境等々，毎日のニュースには経済用語が飛び

交っている。そのときどきの経済状況は、私たちの暮らし、とくに所得、

貯蓄、消費、就業等、とも直接関係してくることも多い。しかし経済学

は、独特の用語や説明のため、ややもすると面倒くさいイメージがある。

本講義では、経済学を専門としない学生にとっても不可欠といえる、経

済学の基本知識や経済問題について考え方をわかりやすく説明する。 

 

   法学 憲法を機軸とした法の体系と内容を概観するとともに具体例を紹介し

ながら立法と司法の手続きを学び、社会人として必要な法の基礎知識お

よびその知識を活用するための法的なものの考え方を修得する。さらに

それらを視野に入れながら人間社会のなかで法とはどのような働きを

もつのか、また、法は社会と個人とっていかにあるべきかを考察し、法

とは単に「決めごと、ルール」だけを意味するのではなく社会や国家の

歴史や文化の体現でもあることを理解する。 

 

   経営学 経営学は、企業を典型とする組織体の構造および行動の原理を明らかに

する学問である。経営学入門として、対象としての企業と経営の概念を

把握するとともに、株式会社制度や組織、生産システム、人事労務管理、

財務管理などについて学ぶ。また、それを基礎として日本における経営

や管理の発展とその特質、社会的責任や公正取引といった観点から企業

の新たな動きなどについても学習する。経営学に興味をもち、現代にお

いて経営学の果たす役割について理解することを目的とする。 

 

   憲法学 憲法は、国家の基本法である。そこには国の基本的なあり方やしくみが

定められている。したがって、憲法について理解することは、主権者で

ある国民にとってぜひとも必要なことである。たとえばプライバシー

権、信教や表現の自由、教育権、生存権、死刑制度、平和主義などであ

る。しかし、憲法を学ぶということは、たんに憲法に書かれていること

を覚えることではない。現実に生じているさまざまな出来事を憲法に基

づいて考えることができるようになることが憲法を学ぶ真の目的であ

る。 

 

   レクリエーション

論 
社会生活の豊かさのひとつの指標となりつつある余暇とレクリエーシ

ョンの意義や、レジャーとの関係を明らかにするとともに、レクリエー

ション活動の現状について理解を深め、今後の日常生活にレクリエーシ

ョン活動を活用することができる能力や態度を育てる。また、自然環境

活用型レクリエーション、農山村環境活用型レクリエーション、都市自

然活用型レクリエーション、公園におけるレクリエーションの基礎と実

態を学ぶ。レクリエーションの果たす役割を充分に理解するとともに実

践に役立つ能力を養う。 

 

   ジェンダー論 当たり前で自然なものとみなしてきた性や様々な性現象を、ジェンダ

ー・センシティブな視点から考察し、ジェンダー理解を深める。まず女

と男を二分する性通念を批判的に考察しながら、性の多様性などセクシ

ュアリティ問題を把握する。次に「女らしさ」あるいは「男らしさ」と

いう社会規範に潜む「性別に関る差別と権力」を考察する。ジェンダー

とは「社会的・文化的に構築された性差」という一面的な定義だけでな

く「すべての人が差別されず、平等に、自分らしく生きることをめざす」

概念として理解することをめざす。 

 

 

人
文
分
野 

哲学 哲学とはどのような学問なのかについて、その基本的な理解を目標とす

る。哲学の初学者を対象に、この学問の実際を紹介していく。西洋の代

表的な思想と東洋の代表的な思想を、分かりやすく講義する。いくつか

の哲学的問題をとりあげ、受講者と共に検討していく中で、哲学という

学問が何を、何のために考察するものであるのか、明らかにしていく。

この過程で、必要に応じて哲学史の知識も講義していきたい。 

 

   論理学 「論理的に正しい」とはどういうことかについて、代表的ないくつかの

論理学を実際に修得しながら学んでいく。論理学はすべての学問の基礎

であり、どの学問を学ぶにしろ必要不可欠なものである。また、それぞ

れ異なった視点から、世界のあり方や人間の生き方を考えるものでもあ

る。論理学が世界観と人生観の表現であることを、丁寧に分かりやすく

説明したい。具体的には、命題論理・述語論理・名辞論理という代表的

な論理学について学習する。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

人
文
分
野 

宗教学 宗教学は、宗教という文化現象を、構造や機能、歴史などをとおして総

合的かつ科学的に考える学問である。宗教の範囲は多岐にわたり幅広

く、私たちの日常生活の中にもさまざまな形で浸透している。内容とし

ては、「天地創造」「ブッダ」「最後の誘惑」といった宗教を題材とし

た映画作品をもとに、そこに登場する歴史的装置、セリフなどのファク

ターを抽出しながら西洋におけるキリスト教などについて考える。また

現代の日本や中国南部・西部の少数民族の信仰の造形をとおして、東洋

の諸民族の宗教観念や習俗を考える。 

 

   心理学 心理学は、人間の心のさまざまな働きと、それにもとづく行動を科学的

に研究する学問である。現在の多岐にわたる研究分野や研究領域につい

て、VTR や小デモンストレーション実験、受講生の主体的な参加をう

ながすグループワークなどを通じて受講生の知見をより深めたい。内容

としては、「現代心理学とは何か」にはじまり、脳、言語の発達、感覚

と知覚、学習、記憶と忘却、判断と意思決定、などについて考える。結

果として、対人関係のあり方にも役立つように配慮する。 

 

   文化人類学 文化人類学とは、フィールドワークを通じてそれぞれの民族の社会や文

化を総合的にとらえて民俗誌としてまとめるとともに、民族誌に描かれ

たそれぞれの社会や文化の比較をとおして民族性や人間とはなにかを

あきらかにする学問といえる。内容としては、文化人類学と民俗学の同

差、未開と文明の比較文明論、狩猟採集・牧畜・農耕・都市などの生活

様式とその住まい、海山で生きていくための生活技術、婚姻や葬制とい

った通過儀礼を学習する。 

 

   現代の思想 現代社会が直面している多くの問題は、哲学的、倫理学的な考察を必要

としている。たとえば、コンピューターにも心があるか、脳死は人の死

か、動物にも権利があるか、クローンは是か非か、技術とは何かなどが

それである。こうした現代におこっている様々な課題について哲学的に

考察するとどうなるのかを、いろいろな哲学的考察議論を紹介しながら

学び、こうした問題に対する理解を深めることを目指す。 

 

   民俗学 民俗学は、日本に伝承されてきた、生きていくための生活文化を対象と

する。日本の恵まれた海山里の環境のなかで、それぞれの地域の人々が

うみだした優れた知恵を学びながら、日本の生活文化の特色や地域性に

ついてあきらかにし、さらには今日的な課題についても考えたい。内容

としては、海山里に根ざした地産地消の食文化、隣人ともいえる動物た

ちと人のつきあいのあり方と変遷、稲を中心とした日本における霊魂観

や年中行事、人の一生にともなう儀礼や祭りの意味などを学習する。 

 

   スポーツ文化論 生活の一部となりつつあるスポーツが文化現象であることを学んでみ

る。社会・文化現象としてのスポーツ、スポーツの核的要素とその変質、

現代スポーツの特質について説明する。また、スポーツの役割と課題に

ついて、オリンピックの歴史を概観する中で整理してみる。さらに、現

代スポーツが抱える文化的課題について、生涯スポーツ、メディア・ス

ポーツ、教育としてのスポーツ（体育や大学スポーツ）、スポーツ・ジ

ェンダーと今後の課題、プロスポーツの現状と課題（J リーグとプロ野

球の比較）、日本文化としての相撲などを題材に分析してみる。 

 
   日本事情Ⅰ 母国を離れ生活基盤を置くことになった日本社会を理解してもらうた

めに、外国人留学生に特化した科目として配置し、文化と歴史を重点的

にとりあげる。すでに日本滞在歴 1～2 年を経過した者にあっては、生

活面でそれぞれが様々な異文化を体験してきている。また、新たに日本

社会に加わったばかりの者もいる。日本の生活、文化や歴史を学習する

ことによって、外国人留学生がいろいろな局面で感得する（した）であ

ろう違和感、疑問、価値観の相違などを、体系的に整理・分析しなおす

きっかけとなるものと考える。 

 

   日本事情Ⅱ 「日本事情Ⅰ」に引き続き、日本人との接触面で外国人留学生が体験す

る（した）数々の軋轢を冷静客観的に判断するために、その背景となっ

ている日本の社会、政治、経済、産業構造のしくみなどを学習する、留

学生特化の科目である。カルチャーショックや日本嫌いの意識を克服す

るきっかけとなるよう日本理解を深め、一人ひとりがスムーズな留学生

活が送れるよう支援する。また、日本人との交流、協働によって、将来

日本企業で働ける人材、あるいは、出身国との架け橋となる人材を育成

していくこともねらいとする。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

人
文
分
野 

文学 古代から現代に至る日本およびヨーロッパの代表的な文学作品に触れ、

解説を交えながら読んだり映画を鑑賞する。日本では『古事記』『万葉

集』『奥の細道』、三島由紀夫の作品、西脇順三郎の作品などを取り上

げる。また、ヨーロッパでは、古典的なホメロスの作品やギリシャ神話

はもちろん、『ベーオウルフ』『カンタベリー物語』シェイクスピアの

作品などイギリスのもの、フランスの『赤と黒』『失われたときを求め

て』とモリエールの作品などを取り上げる。これらの作品を通じて、時

代背景や社会制度などについて学ぶだけでなく、人間の生き方や人間そ

のものについて深く考える。 

 

   日本語学 従来の国語教育の枠組みではなく、新しい角度から、世界の諸言語の一

つとしての日本語について学ぶ。音韻、表記、語彙と意味、敬意表現を

含む言語活動の基礎知識を概括的に獲得し、あわせて、日本語を科学的

客観的に分析する能力を養うことを目的とする。この科目を受講するこ

とによって、日本語についての新しい世界が拓けると同時に、異文化の

隣人との円滑なコミュニケーションの足がかりとすることもできよう。 

 

   古典の世界 文学で学んだ基礎知識をもとに、古代から近代に至る日本や西洋の代表

的な文学作品を読み、より深く古典文学の世界に触れることを目的とし

ている。内容としては、平安時代の『今昔物語集』を読んで説話の面白

さ、不思議、滑稽、悲しさなど平安人の心の底を探ったり、近世の『浮

世草子』にえがかれた経済事件をとりあげ、現代と比較しながら金銭に

翻弄される人間の心を探ったり、『デメロン』の「鷹の話」をとおして

短編小説の味わいにふれる。 

 

   言語と文化 言語と文化がいかにかかわるかを具体的に考察し、欧米や中国における

言語文化の特徴を知ることによって、日本と日本文化と日本語について

考える。大きな 3 つのテーマとして、ヨーロッパ文化の特徴を表す「多

様と統一」ないし「分化と統合」という言葉を導きの糸にしたヨーロッ

パの言語文化の考察、中国を中心とした漢字及び漢字によって築かれた

文化に関する考察、日本語と英語を対照し、その相違点を文化との関わ

りにおいて論じ、これまで日本人のなかに潜んでいた日本語蔑視の思想

に関する考察を行う。 

 

   芸術論 芸術は、美をうみだすための創造的な活動の総称である。美術・グラフ

ィックデザイン・タイプフェイスデザイン・建築等の芸術家の実践を通

して、芸術における自然や自由の意味を考える。また、芸術家の書家・

彫刻家・画家、民芸運動家を取り上げ、インスタレーションと保存、見

ることと知ること、自然の法則とシステム、美術とデザイン、民族の歴

史と美意識、東洋と西洋の空間意識などについて考える。 

 

 

総
合 

総合科目 共通教育科目として開講している各分野科目から得た知識を基礎に、物

事を総合的にとらえ考察する能力を養う。 
共通教育科目として開講している各分野科目から得た知識を基盤に、物

事を総合的にとらえ考察する能力を養う。本科目においては、いくつか

のテーマに関する内容の理解とともに、大学生として身につけて欲しい

柔軟な理解力、自分の考え・意見をまとめられる能力、意見等を適切に

文章化できる能力、聞き手に分かりやすい発表を行える能力、議論・討

論を充分に行える能力、文献を調べ、その内容をまとめられる能力等を

培うことを目標としている。授業は、e ラーニングによる自主学習も交

えながら進める。 

 

   総合演習 大学生として修得すべき能力に、新しい知識を吸収できる柔軟な理解

力、自分の考え・意見をまとめられる能力、意見等を適切に文章化でき

る能力、聞き手に分かりやすい発表を行える能力、議論・討論を充分に

行える能力、文献を調べ、その内容をまとめられる能力等がある。個々

のテーマに関する内容の理解とともに、上記の中の幾つかの能力を培う

ことを目標としている。予定しているテーマは、日本語の文章表現の実

践に関するもの、テキストの輪読、討論を通して環境問題の科学的検討

を行うもの、自然科学の理解を実感できるようものなどである。 

 

   キャリアデザイン

基礎 
将来における「キャリア」という視点から、キャリアプランニングの基

礎的考え方や理論などについて学び、適切な社会理解と職業観・勤労観

を涵養するとともに、学生時代の学びの目的を明確にさせ、学業に対す

る前向きな姿勢を醸成する。また、グループワークなどを通じて、学生

自身の自己理解力を高め、主体的な取組み姿勢と意欲を向上させ、自ら

のキャリアプランについて考え、行動する力を養う。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

総
合 

キャリアデザイン

応用 
卒業後のキャリアプランを描写・実践するため、他者の知見や経験等を

学ぶとともに、現代の日本社会における「キャリア」や「労働」、「就

職」が持つ意味を多面的領域から理解することによって、「キャリア」

に対する客観的理解と主体的な取組み姿勢を促す。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（130 森川竜哉／13 回）現代日本社会とキャリアという視点から、そ

の現状や課題、今後の方向性などについて考える。 
（130 森川竜哉・113 藤原淳子／1 回：共同）「女性」と「仕事」につ

いて考える。 
（130 森川竜哉・103 中野菜保子／1 回：共同）「好きなこと」と「仕

事」について考える。 

オ ム ニ バ

ス方式・共

同（一部） 

   キャリアデザイン

特殊講義 
企業や地域社会との産官学連携教育や特定分野のキャリア形成に資す

る講義を展開することによって、進路等に明確な目標と方向性を持って

いる学生や特定分野に興味・関心のある学生の学習意欲と主体的なキャ

リア形成姿勢を高めることが講義目標である。これらの学びを通して、

学生はより具体的なキャリアプランの描写と実践することができ、その

具現化を高める。 

 

 

体
育
分
野 

スポーツ・健康演

習 
現代社会においては、運動不足病、生活習慣病の増加と若年化が大きな

問題となっている。受講生自身が体力と健康状態、食生活等を確認・評

価すると共に身体運動を積極的に実施するための実戦およびトレーニ

ング・コンディショニング等の知識を身につけさせる。授業の運営は、

4 名の教員が役割分担し、リレーしながら 1 クラス 6 班を回りながら、

全班・全クラスとも同じ内容で実施する。（複数クラス開講） 
（オムニバス方式／全 15 回） 

オ ム ニ バ

ス方式・共

同 

    A・B クラス 
（123 宮崎幸子・33 湯川治敏・69 岡本浄実・84 齋藤健治／3 回：共

同）複数班合同で、初回ガイダンス 1 回、レクリエーションスポーツ演

習 2 回を実施。 
（123 宮崎幸子／2 回）体力および日常の運動状況を客観的に評価する

ための体力測定を実施。 
（33 湯川治敏／2 回）食生活を評価し、健康障害に関する知識を学び

主体的な健康行動の確立を目指す。 
（69 岡本浄実／4 回）屋内球技とウォーミングアップ・クーリングダ

ウンの意義と方法に関する演習と実技。 
（84 齋藤健治／4 回）屋外球技とウォーミングアップ・クーリングダ

ウンの意義と方法に関する演習と実技。 

演習 
12 時間 
 
実技 
10.5 時間 

    C・D クラス 
（91 杉町明子・36 尼崎光洋・81 小磯浩世・12 元晶煜／3 回：共同）

複数班合同で、初回ガイダンス 1 回、レクリエーションスポーツ演習 2
回を実施。 
（91 杉町明子／2 回）体力および日常の運動状況を客観的に評価する

ための体力測定を実施。 
（36 尼崎光洋／2 回）食生活を評価し、健康障害に関する知識を学び

主体的な健康行動の確立を目指す。 
（81 小磯浩世／4 回）屋内球技とウォーミングアップ・クーリングダ

ウンの意義と方法に関する演習と実技。 
（12 元晶煜／4 回）屋外球技とウォーミングアップ・クーリングダウ

ンの意義と方法に関する演習と実技。 

 

    E・F クラス 
（81 小磯浩世・36 尼崎光洋・12 元晶煜・92 鈴木康博／3 回：共同）

複数班合同で、初回ガイダンス 1 回、レクリエーションスポーツ演習 2
回を実施。 
（81 小磯浩世／2 回）体力および日常の運動状況を客観的に評価する

ための体力測定を実施。 
（36 尼崎光洋／2 回）食生活を評価し、健康障害に関する知識を学び

主体的な健康行動の確立を目指す。 
（12 元晶煜／4 回）屋内球技とウォーミングアップ・クーリングダウ

ンの意義と方法に関する演習と実技。 
（92 鈴木康博／4 回）屋外球技とウォーミングアップ・クーリングダ

ウンの意義と方法に関する演習と実技。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共
通
教
育
科
目 

体
育
分
野 

スポーツ実技Ⅰ 種目としてハンドボール、バレーボール、カヌー・スクーバダイビング、

バスケットボール、ジョギング・ウォーキング、ソフトボール･野球、

エアロビクスダンス、ウェイトトレーニング、ゴルフ、テニスの 10 種

目程度を開講する。「スポーツ・健康演習」で獲得した運動実践につい

ての基礎的知識・技能をより発展させ、自ら運動に取り組むことができ

る積極性を醸成し、生涯スポーツへの導入を行う。継続的な運動を行う

ために、各種目における運動の特殊性、施設用具についての知識、ルー

ル、マナー、チームスポーツの場合にはチーム内の連携、試合の運営な

ど実践力のみでなく、総合的な企画力・行動力を伴うスポーツ実践者の

育成を行う。 

 

   スポーツ実技Ⅱ 種目としてサッカー、バドミントン、卓球を開講するとともに、コンデ

ィショニングの一つとしてスポーツ･マッサージを、さらに身体表現芸

術でもあるパントマイムを開講し、単なるスポーツ種目にとどまらずよ

り深く人間の身体について学ぶ機会を提供する。スポーツ種目では「ス

ポーツ実技Ⅰ」と同様に、生涯スポーツとして継続的に実施するための

知識と実践能力を身につけるのみでなく、運動の特殊性、施設用具につ

いての知識、ルール、マナー、チームワーク、試合の運営などについて

も学習し、総合的な企画力・行動力を伴うスポーツ実践者を育成する。 
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別記様式第 2 号（その 3 の 1） 

授業科目の概要 
 
（文学部 心理学科） 
 

科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
部
必
修 

文学部総合研究 この授業では、新入生に対して文学部の全体像を紹介する。新入生を 3
つのクラスに分け、文学部のテーマである「人間について探究する」

ことについて、人文社会学科 5 コース 12 専攻および心理学科 1 専攻か

ら代表の教員が、それぞれ独自の観点から概説する。新入生が文学部

の全体像を理解することによって、2 年次の専攻選択や卒業までの履修

計画にも役立てる。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
A クラス 
（17 片岡邦好／1 回）第 1 回目に 3 クラス合同講演会開催。 
（17 片岡邦好・53 山本昭／2 回：共同）図書館・記念会館他学内施

設見学及び e-learning の紹介。 
（16 樫村愛子／2 回）社会学の紹介とテーマ概説。 
（9 伊集院利明・54 吉野さつき・52 山田晋平／1 回：共同）現代文

化・メディア芸術の紹介とテーマ概説。 
（9 伊集院利明・53 山本昭 54 吉野さつき・52 山田晋平／1 回：共同）

東アジア文化・図書館情報学の紹介とテーマ概説。 
（29 永瀬美智子・17 片岡邦好／1 回：共同）英語圏文化・現代国際

英語の紹介とテーマ概説。 
（19 河合まゆみ・47 中尾充良／1 回：共同）ドイツ語圏文化及びフ

ランス語圏文化の紹介とテーマ概説。 
（50 藤井貴志／1 回）日本語日本文学の紹介とテーマ概説。 
（34 和田明美／1 回）日本語日本文学の紹介とテーマ概説。 
（49 廣瀬憲雄／2 回）歴史・地理学の紹介とテーマ概説。 
（4 木之下隆夫／2 回）心理学の紹介とテーマ概説。 

オムニバ

ス方式・共

同（一部） 

    B クラス 
（17 片岡邦好／1 回）第 1 回目に 3 クラス合同講演会開催。 
（17 片岡邦好・53 山本昭／2 回：共同）図書館・記念会館他学内施

設見学及び e-learning の紹介。 
（16 樫村愛子／2 回）社会学の紹介とテーマ概説。 
（9 伊集院利明・54 吉野さつき・52 山田晋平／1 回：共同）現代文

化・メディア芸術の紹介とテーマ概説。 
（9 伊集院利明・53 山本昭 54 吉野さつき・52 山田晋平／1 回：共同）

東アジア文化・図書館情報学の紹介とテーマ概説。 
（29 永瀬美智子・17 片岡邦好／1 回：共同）英語圏文化・現代国際

英語の紹介とテーマ概説。 
（19 河合まゆみ・47 中尾充良／1 回：共同）ドイツ語圏文化及びフ

ランス語圏文化の紹介とテーマ概説。 
（13 空井伸一／1 回）日本語日本文学の紹介とテーマ概説。 
（34 和田明美／1 回）日本語日本文学の紹介とテーマ概説。 
（32 山田邦明／1 回）歴史・地理学の紹介とテーマ概説。 
（46 長井千秋／1 回）歴史・地理学の紹介とテーマ概説。 
（4 木之下隆夫／2 回）心理学の紹介とテーマ概説。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

 

学
部
必
修 

 C クラス 
（17 片岡邦好／1 回）第 1 回目に 3 クラス合同講演会開催。 
（17 片岡邦好・53 山本昭／2 回：共同）図書館・記念会館他学内施

設見学及び e-learning の紹介。 
（16 樫村愛子／2 回）社会学の紹介とテーマ概説。 
（9 伊集院利明・54 吉野さつき・52 山田晋平／1 回：共同）現代文

化・メディア芸術の紹介とテーマ概説。 
（9 伊集院利明・53 山本昭 54 吉野さつき・52 山田晋平／1 回：共同）

東アジア文化・図書館情報学の紹介とテーマ概説。 
（29 永瀬美智子・17 片岡邦好／1 回：共同）英語圏文化・現代国際

英語の紹介とテーマ概説。 
（19 河合まゆみ・47 中尾充良／1 回：共同）ドイツ語圏文化及びフ

ランス語圏文化の紹介とテーマ概説。 
（14 漆谷広樹／1 回）日本語日本文学の紹介とテーマ概説。 
（34 和田明美／1 回）日本語日本文学の紹介とテーマ概説。 
（18 神谷智／1 回）歴史・地理学の紹介とテーマ概説。 
（40 小野賢一／1 回）歴史・地理学の紹介とテーマ概説。 
（4 木之下隆夫／2 回）心理学の紹介とテーマ概説。 

 

   卒業論文 「卒業論文」は、自分の所属する専門分野について、自分でテーマを

決め、資料・実地調査を行い、これに基づいた解釈、先行文献との比

較を通して、自分なりの結論を導き出し論文を執筆する。提出された

「卒業論文」の内容に基づき、論文審査と口述試験を行う。このこと

で、テーマ発掘力、調査力、資料の解釈・分析力、ものごとを自分な

りに考え、新たなものを創造し、表現する力、また自分で導き出した

ものや創造したものを人前で発表する力、質問や批判に答え、他者と

対話する力が養われたかを確認する。 

 

 

 

学
部
選
択
必
修 

入門講義（現代文化） 現代文化コースの諸専攻は、現代文化を深く理解し、その中でよりよ

く生きていくための、知恵を学んでいく。人間が作り上げ、現代に受

け継がれ、また、いままさに現代進行形である、さまざまな思考、文

化、また、情報のあり方、そうした現代を生きる我々に直接にかかわ

る様々な知識を習得していくための基本的なものの見方を習得しても

らうことを目標とする。この授業は、複数名の担当教員により連携し

て運営し、学生を含めて各々の立場から現代文化についての統合的議

論を行う。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（23 下野正俊／4 回）「西洋的発想」のパターンと、明治以降の日本

への受容。 
（53 山本昭／4 回）現代的事項の情報学的な見方。 
（54 吉野さつき／2 回）アートと現代文化。 
（52 山田晋平／2 回）メディアとアート。 
（23 下野正俊・54 吉野さつき・52 山田晋平・53 山本昭／3 回：共

同）第 1 回目は、自然科学・社会科学・人文学の方法論、観察、抽象

化、理論化、演繹と帰納に関する話をし、第 8 回目に中間的な振返り

と今後の授業進行に関する方向性の確認を行い、最終回は授業の総括

を行う。 

オムニバ

ス方式・共

同（一部） 

   入門講義（社会学） 社会学とは「社会」についての学問である。人は生きていくなかで必

ず社会の影響を受ける。したがって社会とは、身の周りからはじまり、

家族、学校、地域、日本という国、世界の国々まで含め、人間社会の

全体まで広い範囲を指す。社会学は、一方で個人の行為の分析をとお

して、人間と社会を理解しようとするとともに、他方では社会そのも

のが個人に及ぼす影響力を解き明かす学問である。この授業では、社

会学の基礎的視座を学んだ上で、さまざまな社会現象を考えるための

視点を習得することをめざす。 

 

   入門講義（心理学） 心理学の学問体系を全般的に概説する。そこで、心理学における基礎

的な内容を中心に説明していく予定である。心理学については、現代

において様々な分野があげられる。たとえば、基礎心理学として位置

づけられる感覚・知覚、学習、行動、生理心理学の領域から応用心理

学として位置づけられるパーソナリティ、社会、発達、臨床心理学等

が該当する。この授業では、心理学研究法の基礎を始め、主にパーソ

ナリティ・発達・臨床・認知・学習心理学等の基礎的な内容について

学ぶことを目標とする。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
部
選
択
必
修 

入門講義（歴史・地理

学） 
歴史学や地理学の学習・研究を進めるための入門として、各専攻の教

員が交代で、注目できるテーマを選んで講義を行う。歴史学や地理学

にかかわるさまざまな問題に踏み込んで、これまでの研究の成果や、

研究を進めるための方法などについて、具体的な事例や史料をもとに

講義を進める。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（49 廣瀬憲雄／1 回）正倉院文書と写経所の世界。 
（32 山田邦明／2 回）紀行文から探る中世の尾張と三河、および日本

史のなかの戦国時代。 
（18 神谷智／2 回）日本近世史入門。 
（40 小野賢一／2 回）世界史学―前近代をグローバル・ヒストリーの

なかに位置付け、世界史のなかのヨーロッパ中世について考える。 
（46 長井千秋／3 回）歴史教育の目的と意義、および中国史における

戦争―襄陽の戦いについて考える。 
（42 近藤暁夫／5 回）ヤマタノオロチの正体、および対馬のイノシシ

退治と土地荒廃について考える。 

オムニバ

ス方式 

   入門講義（日本語日本

文学） 
日本語はどのような言語であろうか。また日本文学にはどのような特

色が見られるのだろうか。そのような問題に応えながら、読解・理解

力を身に着け、日本語の表現力を培うことを目標に講義を行う。古代

から現代までの文学作品や文字資料を読み、実際の表現を分析的に捉

えつつ、日本語日本文学研究の世界へと受講生をいざないたい。特に

言語感覚を磨き、日本語表現のスキルアップを望む受講生の期待にも

応えうる、実践的・参加型の講義を目指す。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（34 和田明美／7 回）日本語の表現、言葉の意味、言葉と心、日本語

の成立など、日本語について考える。 
（50 藤井貴志／7 回）村上春樹作品の中の音楽（ジャズ）、武者小路

実篤「友情」、川端康成「伊豆の踊子」、伊藤左千夫「野菊の墓」な

どの作品を通じて、日本近現代文学について考える。 
（34 和田明美・50 藤井貴志／1 回：共同）第 1 回目の授業において、

この授業と日本語日本文学に関するガイダンス。 

オムニバ

ス方式・共

同（一部） 

   入門講義（欧米言語文

化） 
この授業では、欧米言語文化コースの概要と研究対象を知ることによ

って、各言語の背景にある「世界」を感覚的に理解し、知的に体感す

る。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（19 河合まゆみ／5 回）グリム童話を題材に、ドイツ語とドイツ語圏

の紹介を行う。 
（17 片岡邦好／5 回）英語の歴史、世界各地の英語、様々な社会の英

語、英語拡散の是非、国際語としての英語について考察を行う。 
（47 中尾充良／5 回）フランス映画の鑑賞をしながら、フランス語の

歴史と広がり、フランス映画の歴史等を紹介する。 

オムニバ

ス 

   入門演習（現代文化） 現代文化を学ぶうえでの基礎的な能力を専攻ごとに身につける。内容

としては、各分野で、現在どのような問題があるのか、どのように解

決していくのかを学習し、研究方法、文献の扱い方、資料の読み方な

どを身につける。各分野の発想・概念に親しみ、プレゼンテーション

等の基礎的技能を習得する。また、ワークショップ（参加体験）型の

実習授業を身に着ける。対象領域としては、東アジア文化、西洋哲学、

図書館情報、アートと社会などである。 

 

   入門演習（社会学） 日常生活は、他人とのさまざまな関係で営まれている。人と人との多

様な結合によって、社会は形成されている。社会について考えるため、

社会学では多くの概念や学説を考案しているので、社会学を学ぶには、

基本的な社会学用語や体系化された学説を知らなければならない。そ

こで、「入門演習（社会学）」では、身近な社会現象を取り上げ、人

間関係の諸特性を社会学の観点から論議しながら、社会学の基本的な

考え方を身につける。具体的には、家族・地域・文化・コミュニケー

ション・ジェンダー・福祉等々、さまざまなテーマについて学習する。 

 

   入門演習（心理学） 心理学の全般的な学問体系について、演習を通じて概説することを目

的とする。そこで、心理学のなかで、主に臨床、実験、社会、パーソ

ナリティ心理学の基礎的な内容について説明していく予定である。ま

た、上記の心理学の内容については、実験や実習、ワークを通じて体

感し、理解を深めることを目的とする。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
部
選
択
必
修 

入門演習（歴史・地理

学） 
歴史学や地理学の学習・研究を進める基礎的能力を身につけるための、

演習形式の授業である。内容としては各専攻に分かれるが、日本史と

して草書体の文字の解読。世界史として人と人とをつなぐ新たなパラ

ダイムの構築へ向けて、世界の各地で過去から積み上げられてきた経

験や思想を学ぶ方法を考える。地理学として土地の性格が測れる諸事

象を表や図に表示したり、地形図の読解や現地調査によってその領域

の性格を理解したりする技術の習得を目指す。 

 

   入門演習（日本語日本

文学） 
日本語日本文学研究入門としての演習であり、日本語と日本文学に分

かれてそれぞれの研究の基礎的内容を目指す。日本語学については、

なにげなく使われている日常の言葉について考察・分析し、言葉の変

化や話し言葉のゆれなどの探求を通して日本語研究の方法を身につけ

る。日本文学については、明治・大正から現代にいたる諸作品に描か

れた「人形」あるいは「人形的なもの」を鍵にして、幻想文学を読解

する技法と抽象的な思考・論理を身につける。 

 

   入門演習（欧米言語文

化） 
この授業は、より具体的に各専攻の言語や文化に触れ、その研究分野

を学ぶ。なぜ英語を学ぶのか？聞き取りと発音、コミュニケーション・

ストラテジー、時事問題を議論する。さらに、ヨーロッパ文化につい

ては、ドイツ語圏文化の内容として、ベートヴェン第九『合唱』＋シ

ラー「歓びによせて」、グリム童話が生まれたわけ、身の回りのドイ

ツとドイツ語について学習する。フランス語圏文化の内容としては、

フランス語の未来、フランス各地の地理と文化、フランスの有名人、

日仏関係、フランスの日常生活、フランスの歴史などについて学習す

る。 

 

 

学
科
必
修 

心理学研究法 心理学を科学的に研究するためには、代表的な心理学の研究法につい

て学習する必要がある。そこで、この授業では、心理学の基礎的な研

究方法について学ぶことを目標とし、質問紙法（主にアンケート形式

を用いて評定法によりさまざまな特性について調査する方法）、実験

法（たとえば、器具等を用いてこころや行動特性について調べる方法）、

観察法（何らかの状況における行動特性について観察する方法）、面

接法（研究に関する質問をし、その回答から個人の特性を分析する方

法）等といった研究方法について学習する。 

 

   心理学基礎実験Ⅰ 心理学は行動の原理について実証的・科学的に探求する学問分野であ

る。実証科学とは、問題とする対象に対して、実験的方法によってそ

の法則を探ることである。実験と言えば物理や化学等の小学校以来の

理科実験が浮かぶであろうが、心理学は、そういった自然科学の手法

と同じ実験を人間や動物の行動を対象として行う。「心理学基礎実験

Ⅰ」の目的は学生が自ら実験者、被験者となり、心理学が確立してき

た実験法や結果の処理を行い、皆で討論して心理学の法則についてま

とめることである。本科目は、各担当教員がそれぞれ役割分担して 4
つの班を回りながら実施する。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（1 樋口義治／3 回）鏡映描写、うそ発見器について実験する。 
（6 井藤寛志／3 回）ストループ効果、短期記憶について実験する。 
（7 関義正／3 回）逆転メガネ、触空間、重さの弁別について実験する。 
（8 吉岡昌子／3 回）条件反射、要求水準について実験する。 
共同（3 回） 
（6 井藤寛志・1 樋口義治・7 関義正・8 吉岡昌子／3 回：共同）ミ

ューラー・リエル錯視を通じた基礎実験の説明、データの集計方法、

レポート作成指導を行う。 

オムニバ

ス方式・共

同（一部） 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
科
必
修 

心理学基礎実験Ⅱ 心理学は行動の科学といわれる。そのため、行動の原理について実証

的・科学的に探求する学問分野である。「心理学基礎実験Ⅱ」は「心

理学基礎実験Ⅰ」と同様、心理学が確立してきた実験法や、結果の処

理を行い、みなで討論して心理学の法則のひとつひとつについてレポ

ートにまとめあげることを目的としている。2 時限続きの心理学専攻 2
年次秋学期の必修科目である。本科目は、各担当教員がそれぞれ役割

分担して 4 つの班を回りながら実施する。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（1 樋口義治／3 回）音源定位、行動測定について実験する。 
（6 井藤寛志／3 回）心的回転、プライミング効果について実験する。 
（7 関義正／3 回）アイカメラによる視点分析、顔の Inversion につい

て実験する。 
（8 吉岡昌子／3 回）バイオフィードバック、行動観察に関する実験を

する。 
（6 井藤寛志・1 樋口義治・7 関義正・8 吉岡昌子／3 回：共同）証

言の信頼性、アンケート調査を行う。 

オムニバ

ス方式・共

同（一部） 

   心理アセスメント 心理学のこころや行動を客観的に理解するための手法として心理アセ

スメント（心理テスト、あるいは心理検査）が挙げられる。この授業

では、はじめに心理アセスメントとして代表的な方法である、質問紙

法、投影法、作業検査法、知能検査等について実習を行い、その方法

と解釈の仕方について学習することを目的とする。具体的な質問紙の

内容として、エゴグラムや YG 性格検査等を実施する。また、投影法と

して、PF スタディを実施する。作業検査法として内田クレペリン検査

を実施する。 

 

   心理統計 心理学の実験や調査を行う上で必要とされる統計学の基礎的な知識や

方法を学ぶ。平均、最小・最大値、標準偏差など基礎統計からはじめ、

度数分布、確率密度分布の見方を知る。また、検定の概念についても

学ぶ。心理学においては、なんらかの仮説が立てられた上で実験や調

査を行い、データを取得する。検定とは、得られたデータが仮説を支

持するものと言えるのかどうか、その根拠を検討し、信頼性の程度と

ともに提出する手法を示す。本科目では検定、分散分析、χ二乗検定

といった比較的簡単なものの利用法の修得を目指す。 

 

   心理学史 心理学とは、人間とは何かを追求する、こころと行動の学問である。

「心理学史」では、講義と、時に簡単な実験を用いて、古代の心理学

から、中世の心理学、近世の心理学、そして現代の心理学へと続く、

その学問上の発展の理解を目指し、思弁的心理学から科学的心理学ま

でを解説する。事前学習として前もって次週の内容を把握しておくこ

と、事後学習として今週の内容について復習することを求め、各講義

の最後にレポートの提出を求める。 

 

   心理学演習Ⅰ 心理学の基礎を学んだうえで本演習においてより深い内容を学ぶこと

とする。「心理学演習Ⅰ」はその第 1 歩である。各ゼミに分かれ学生

が主体的に学習しお互いに議論することで中身をより理解する方法を

とる。内容については、生物心理、行動分析学の諸原理と応用行動分

析の基礎、臨床心理、発達心理学あるいは教育心理学といった分野に

ついて、まず、各分野の復習を行い、次いで方法論の深化した学習、

そして基礎的文献の輪読、実際の実験、調査、実習を実施する。 

 

   心理学演習Ⅱ 「心理学演習Ⅰ」の成果をもとに、より学習を心理学の研究に近づけ

ていく。各ゼミに分かれ学生が主体的に学習しお互いに議論すること

で中身をより理解する方法については同様である。心理学の基礎技術

としてのコンピュータソフトウェアを使用し、また、論文の内容をプ

レゼンテーション形式で発表する技術も学ぶ。本ゼミでは、生物心理、

行動分析学、応用行動分析、臨床心理、発達心理学あるいは教育心理

学といった分野について実験、調査、実習を行いその結果を分析して

発表する。 

 

   心理学演習Ⅲ 「心理学演習Ⅲ」において各ゼミクラスは、卒業論文作成を視野に入

れた学習を行う。「心理学演習Ⅰ・Ⅱ」において学習した、各分野の

研究対象、そして方法、実際の実験、実習、調査に必要な資料、文献

を学習して、それをゼミクラスで発表する。発表の経験を通じ、効果

的なプレゼンテーション技術を身につけ、自分の卒業研究に関連した

知識についての理解を深める。具体的には、卒業論文完成までのタイ

ムスケジュールを含めた研究計画書を提出し、それに基づいて個別の

目標と全体の目標を含めた授業を各学生が相互に切磋しながら進めて

いく。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
科
必
修 

心理学演習Ⅳ 卒論作成に当たり単なる文献研究は認めず、実験、調査、アンケート

などを使用することを要求する。そのため心理学演習Ⅳにおいて各ゼ

ミクラスは、すでに計画された実験、調査の実施ないしは終了を視野

に入れ、そうした実験、調査の結果処理の方法などを再度学ぶことと

する。記述統計、推測統計などを学び、また、卒論の考察のための必

要な文献などを検索し、それらを各自ゼミにおいて発表する。 

 

   認知心理学 本講義では、認知心理学が実験に基づく科学であることを理解し、認

知心理学の基本的な方法論と理論について学ぶ。具体的には、知覚、

記憶、注意、思考など、人間の認知機能の仕組みに関する代表的な研

究を学び、認知心理学とは「どういうものなのか」また「どのような

ことが明らかにされているのか」ということを様々な実験を知ること

で理解することを目的とする。資料やスライドなどの視聴覚教材を使

い、毎時間のテーマに合った簡単な実験を体験しながら理論を習得し、

様々な事象についての自分の考えをまとめる。 

 

   行動心理学 ヒトを含む動物の行動がどのように獲得され、変容、消失するのかと

いう「学習」についての問題を扱う。人の「心」を個体と環境との関

わりから理解するための基礎となる行動原理を学ぶ。内容としては、

レスポンデント行動、オペラント行動の形成という大きなテーマのも

とに、強化、弱化の働き、消去、罰、強化スケジュールといった行動

の変容にかかわる原理を学ぶ。そしてルール支配行動と随伴性形成行

動といった人間の行動原理についても学んでいく。 

 

   発達心理学 発達心理学の領域は、主に発達構造と生涯発達の過程の両者が挙げら

れる。そこで、この授業では、発達構造（たとえば、人間の発達に影

響する遺伝と環境構造等）の特徴及び人間の生涯発達に関する乳幼児

期から老年期までのライフスパンに焦点を当て、各時期の発達的な特

徴を理解することを目標とする。また、生涯発達理論についての具体

的な内容として、発達に関する代表的な理論を中心にし、乳幼児期か

ら老年期までの各段階における諸特徴について概説する予定である。 

 

   比較心理学 
 

本講義ではヒト以外の動物の心理学を扱う。様々な動物の行動の種間

比較、またヒトの行動との比較により、ヒトと動物との類似点および

ヒトの特殊性を考える。これにより、心理学に、行動生態学の知見、

進化生物学的な視点を導入することの価値を学ぶ。一方で、動物の心

理実験においては、通常の心理実験とは異なる特別な手法を用いる場

合があり、また、擬人化しない、我々にとっての常識をあてはめない、

などというように慎重さを要する点もある。これらについて具体的な

事例を取り上げつつ学ぶ。 

 

   臨床心理学 
 

臨床心理学は、人のこころを理解する、自分自身のこころを理解する

などを主たるテーマとして、学問として創造してきた先駆者たち、フ

ロイトやユング、ロジャーズ等の各理論を臨床の場、いわゆる人間活

動の行われる社会、例えば学校、企業、福祉、司法、医療の中でどの

ように応用しているのか、またこれら臨床の場からどのような考え方

が現実的、実践的なのかを問うべく心理臨床学の展開へと向かう基礎

的な学問として位置づけている。 

 

   健康心理学 複雑化した社会の中で我々はさまざまなストレスを受けている。そう

した中で我々は心身ともに健康でなければならない。病んで回復した

人、心身ともにトラブルを抱えながらも日常生活を続けている人、現

在は健康な人たちも、将来に向かって健康を維持しなければならない。

健康心理学はこうした人の健康維持のために心理学の知見を利用しよ

うというものである。本講義は健康行動という立場から健康維持（基

本的な原理と応用）について学習するものである。 

 

 

学
科
選
択 

教育心理学 教育心理学は、心理学のなかで応用領域に位置づけられる。そこで、

心理学に関する基礎的な内容を踏まえ、その内容がどのように教育に

生かされるのか、という問いについて踏まえつつ、教育心理学に関す

る内容について理解することが必要とされる。この授業では、教育心

理学に関する領域として、教育場面に関連する学習、発達、臨床心理

学について学習すること、その学習した内容が教育現場でどのように

実践されているのかについて、理解を深め、知識を身につけることを

目的とする。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
科
選
択 

生理心理学 機械で心の状態そのものを測るのは難しいが、脳血流および脳におい

て生じる電磁気的変動、また身体が生じる発汗・心拍・内分泌といっ

た生理反応は計測可能であり、これらは実際に心理学研究に応用され

ている。現在では、計測のみならず、外部から神経系を操作する技術

を用いた心の研究も可能になっている。本講義ではこういった最先端

の生理心理研究の例を紹介する。さらに、脳の活動を利用して外部の

機械を操作する技術、脳に直接情報を送る技術の可能性と限界につい

ても考える。 

 

   学校心理学 学校心理学は、臨床の場の一つとして位置づけられる学校を舞台に展

開される教師と生徒、教師と保護者、教師同士等の様々な人間関係の

軋轢から生じる各々のこころの問題にこころの専門家が、つまりスク

ールカウンセラーがどのように向き合ってきたのか、また向き合った

ら良いのかというテーマで誕生してきた比較的新しい学問の一つと位

置づけている。具体的には、不登校、いじめ、自殺予防等、子ども一

人一人への専門的立場からの支援や子どもを取り巻く環境調整、教師

支援等を視野に入れた学校支援のあり方について事例を含めた講義形

式で学習する。 

 

   産業心理学 良かれ悪しかれ生きているということは労働を伴っている。人は働く

存在であるともいえる。狩猟採集や農耕から、近代以来また違った形

での製造やサービスを中心とする産業社会に我々は生きている。こう

した産業における人間の行動について研究しているのが産業心理学の

分野である。本講義では、こうした産業心理学の基礎的知見の習得を

目的とし、人間関係とコミュニケーション、リーダーシップ、職場の

ストレスとメンタルヘルス、人事管理、キャリアカウンセリング、消

費者行動、労働環境と企業福祉等について学習する。 

 

   認知科学 ヒトの認知的な情報処理活動について認知科学の観点から総合的に学

ぶことによって、外界のさまざまな刺激を基に情報が産み出される過

程におけるヒトの「心の働き」に関する理解の深化を目指す。この授

業では、ヒトの認知的な情報処理活動について認知科学の観点から総

合的に学んでいく。本科目ではさまざまな情報処理技術および社会シ

ステムの基本となる単位を「ヒト」であると位置づけ、ヒトの認知的

な情報処理活動を理解することによって広い視野を獲得する。 

 

   応用行動分析 B.F.スキナーが始めた行動分析学は、学習の問題を扱う教育、コミュニ

ティ、産業・組織、スポーツ、臨床など実生活のさまざまな領域で応

用されている。対象となる行動は、個人のそれから企業体やサークル

などの組織の行動、店舗や公共設備の利用者といったコミュニティの

不特定多数の行動が含まれる。応用行動分析では、これらの見た目は

異なる行動を、強化や動機づけ操作といった共通の原理で分析し、介

入を実施し、その効果を検討するための考え方や方法を学ぶ。 

 

   心理療法 心理療法は、臨床心理学を基礎として悩める人のこころをどう理解す

るのか、その問題に向き合う方法としての来談者中心療法、自由連想

法、認知行動療法、描画療法、家族療法、内観療法、森田療法、サイ

コドラマ、集団療法等を学ぶ。そして、これら心理療法の理論と演習

から自己理解を深めると同時に悩める人のこころの本質を共感できる

心理臨床的なセンスを養う学問として位置づけている。また最近増え

てきている悩めないこころを持つ人、その人によって周りが悩まされ

ること、への理解と関わり方も心理療法の対象と位置付けている。 

 

   心理技術実習 授業の目的は、心理学的な研究を科学的に進めるために必要な最小限

の技法を学ぶことにある。そのため、心理学に関するテーマを各々設

定して、実験を中心としたアプローチと質問紙調査を用いたアプロー

チに分かれ、実際にデータを取得する。そして取得したデータの処理

法を実践し、さらに心理学研究で必要とされるデータ解析の理論に当

てはめてみる。実際の学習は、Excel を用いたデータ解析手法および統

計手法、そして心理学実験用プログラムを用いた実験の作成手法につ

いて習得することにある。 

 

   行動療法 行動療法とは、学習理論に基づいて開発された心理療法の一つである。

この中には認知療法、認知行動療法、自律訓練法、シェイピング法、

場面脱感作法、系統的脱感作法などが含まれる。本講義では、これら

に関する全般的知識を身につけるとともに、具体的な事例を用いつつ

心理臨床の現場において必要とされる実践家としての援助技能につい

て基本的理解を得ることを目的とする。また、実践的な援助技能に関

する方法を演習的な手法も用いて学ぶ。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

専
門
教
育
科
目 

学
科
選
択 

社会心理学 これまで人の選択行動については、一般に、社会生活での男性の標準

的な感情や思考を暗黙裡に前提としている。しかし、近年の、女性の

活躍への社会的期待のなか、男性とは異なる女性の感情や思考の特性

を科学的に解明しようとする動きが活発である。この授業では、男性

とは異なると推察される女性の選択行動の社会心理に注目し、加齢に

ともなう選択機会の変化にしたがって、女性の選択行動の諸特性につ

いて考える。 

 

 

隣
接
・
関
連
科
目 

 GIS 概論 GIS（Geographic Information System:地理情報システム）は、地理学

や情報技術、地球科学、社会科学、生態学、計測工学など、様々な分

野に関わる学際的なシステムである。地理情報とは何か、GIS の概念

や歴史、GIS をとりまく現状、GIS の構成要素や機能などの基礎知識

を学ぶ。また、自治体や民間企業、研究教育機関など諸分野における

GISの活用事例を紹介し、さまざまな学問分野や地域政策におけるGIS
の活用の方向性を学習する。 

 

   まちづくりとデータ分

析 
地域の実情に基づきまちづくりを行うには、データの収集や分析が必

要不可欠である。本授業では、まちづくりに欠かせないデータとは何

か、何故必要なのか、いかに収集し活用するかについての方法や技術

を習得する。まず、まちづくりに必要なデータを体系的に確認する。

次に、統計資料などの既存データの探し方や、アンケートやヒアリン

グなど現地調査によるオリジナルデータの集め方の知識を身につけ

る。そして、収集したデータの種類に即した統計処理・分析を行うこ

とで、得られた結果をどのようにまちづくりに生かしていくかについ

て考える。 

 

   地域資源論 まちづくりや地域づくりで重要なことは、ハード・ソフト両面の地域

資源をいかに発掘し、利活用、管理制御していくかである。空間や場

所を扱う学問である地理学の視点に立ち、地域資源とまちづくり・地

域づくりとを結びつけるための理念と実情について理解する。地域の

風土性を知るとともに、風土性に基づき創られる地域資源の把握方法

（認識・点検評価も含む）や、風土産業・地域ブランド化に代表され

るような地域資源の有効活用の手法・仕組みを学ぶ。 

 

   英米の地域と文化 2000 年余の長い歴史を誇り、すばらしい文化を有し、観光大国と言わ

れるイギリスを中心に英米の文化と歴史について概観する。文化の手

始めとして大英帝国の歴史を辿りながら、その間にどのような産業や

文化が芽生えたかを考察する。その理解の上で、現在のイギリス各地

の観光ポイントを考察する。また、アメリカについても、1600 年以降

の欧米からの移民と 19 世紀における開拓の歴史を概観し、現在のアメ

リカがどのような理念のもとに建国されたかを理解するとともに、東

部、中西部、西部の観光について考察する。学生の自主的な授業への

参加を促すため種々のアクテイブラーニングを取り入れ、プレゼンテ

ーション力、企画力、簡単な英語力も身につける。 

 

   多文化共生論 文化の概念や日本人のコミュニケーションの特質から入り、「日本人

らしさと自分」を経験的に分析する。また「○○人論」などのステレ

オタイプ的イメージを分析し、ステレオタイプや偏見が起こる原因に

ついて探る。さらに、異文化接触によってどのような相互作用がもた

らされるか、言語や心理面での軋轢・摩擦・受容のモデルから考察す

る。最終的に、価値観の相違を考えながら多文化共生に向けて創造的

な地域づくりとは何かを探求する。学生の自主的な授業への参加を促

すため種々のアクテイブラーニングを取り入れ、プレゼンテーション

力、批判的思考力、分析力を身につける。 
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変更の事由

愛知大学 愛知大学

　文学部　人文社会学科 345 ‐ 1,380 → 　文学部　人文社会学科 290 ‐ 1,160 定員変更（△55）

　文学部　心理学科 55 ‐ 220 学科の設置（届出）

　経済学部　経済学科 330 ‐ 1,320 　経済学部　経済学科 330 ‐ 1,320

　国際コミュニケーション学部　英語学科 115 ‐ 460 　国際コミュニケーション学部　英語学科 115 ‐ 460

　国際コミュニケーション学部　比較文化学科 115 ‐ 460 　国際コミュニケーション学部　国際教養学科 115 ‐ 460 名称変更

　法学部　法学科 315 ‐ 1,260 　法学部　法学科 315 ‐ 1,260

　経営学部　経営学科 250 ‐ 1,000 　経営学部　経営学科 250 ‐ 1,000

　経営学部　会計ファイナンス学科 125 ‐ 500 　経営学部　会計ファイナンス学科 125 ‐ 500

　現代中国学部　現代中国学科 180 ‐ 720 　現代中国学部　現代中国学科 180 ‐ 720

　地域政策学部　地域政策学科 220 ‐ 880 　地域政策学部　地域政策学科 220 ‐ 880

計 1,995 ‐ 7,980 計 1,995 ‐ 7,980

愛知大学大学院 愛知大学大学院

　法学研究科公法学専攻（Ｄ） 3 ‐ 9 → 　法学研究科公法学専攻（Ｄ） 3 ‐ 9

　法学研究科私法学専攻（Ｄ） 5 ‐ 15 　法学研究科私法学専攻（Ｄ） 5 ‐ 15

　経済学研究科経済学専攻（Ｍ） 25 ‐ 50 　経済学研究科経済学専攻（Ｍ） 25 ‐ 50

　経済学研究科経済学専攻（Ｄ） 5 ‐ 15 　経済学研究科経済学専攻（Ｄ） 5 ‐ 15

　経営学研究科経営学専攻（Ｍ） 15 ‐ 30 　経営学研究科経営学専攻（Ｍ） 15 ‐ 30

　経営学研究科経営学専攻（Ｄ） 5 ‐ 15 　経営学研究科経営学専攻（Ｄ） 5 ‐ 15

　中国研究科中国研究専攻（Ｍ） 15 ‐ 30 　中国研究科中国研究専攻（Ｍ） 15 ‐ 30

　中国研究科中国研究専攻（Ｄ） 15 ‐ 45 　中国研究科中国研究専攻（Ｄ） 15 ‐ 45

　文学研究科日本文化専攻（Ｍ） 10 ‐ 20 　文学研究科日本文化専攻（Ｍ） 10 ‐ 20

　文学研究科日本文化専攻（Ｄ） 2 ‐ 6 　文学研究科日本文化専攻（Ｄ） 2 ‐ 6

　文学研究科地域社会システム専攻（Ｍ） 10 ‐ 20 　文学研究科地域社会システム専攻（Ｍ） 10 ‐ 20

　文学研究科地域社会システム専攻（Ｄ） 2 ‐ 6 　文学研究科地域社会システム専攻（Ｄ） 2 ‐ 6

　文学研究科欧米文化専攻（Ｍ） 10 ‐ 20 　文学研究科欧米文化専攻（Ｍ） 10 ‐ 20

　文学研究科欧米文化専攻（Ｄ） 2 ‐ 6 　文学研究科欧米文化専攻（Ｄ） 2 ‐ 6

　国際コミュニケーション研究科
　国際コミュニケーション専攻(Ｍ)

15 ‐ 30
　国際コミュニケーション研究科
　国際コミュニケーション専攻(Ｍ)

15 ‐ 30

　法務研究科法務専攻（Ｐ） 20 ‐ 60 　法務研究科法務専攻（Ｐ） 20 ‐ 60

計 159 ‐ 377 計 159 ‐ 377

愛知大学短期大学部 愛知大学短期大学部

　ライフデザイン総合学科 100 ‐ 200 → 　ライフデザイン総合学科 100 ‐ 200

計 100 ‐ 200 計 100 ‐ 200

学校法人愛知大学　設置届出に関わる組織の移行表
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